
　

本
学
は
体
育
学
部
を
改
組
し

て
、一
一
年
四
月
、豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
」

を
開
設
す
る
た
め
、
四
月
三
十

日
、
文
部
科
学
省
に
届
け
出
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
開
設
は
、

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
期

待
、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
多
様

化
に
対
応
し
、
よ
り
質
の
高
い

保
健
体
育
科
教
員
や
課
外
活
動

の
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
分

野
の
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
が
育
成
に

力
を
入
れ
る
人
材
の
一
例
と
し

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
は

体
育
教
員
や
課
外
活
動
指
導
者
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
は
競
技

者
や
実
技
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ

の
が
目
的
で
あ
る
。
五
十
年
余

の
歴
史
を
経
た
体
育
学
部
の
教

育
課
程
、
教
員
組
織
、
施
設
設

備
等
を
基
に
、
さ
ら
に
発
展
、

充
実
さ
せ
て
開
設
す
る
。

　

設
置
学
科
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
（
入
学
定
員
百
三
十

人
）
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

（
同
二
百
五
十
五
人
）、ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
科
（
同

八
十
人
）
の
三
学
科
。

発
達
著
し
い
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
教
育
・
競

技
・
健
康
領
域
の
研
究
成
果
を

基
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅

な
見
直
し
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
科
学
的
に

捉
え
て
教
育
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や

健
康
に
関
す
る
専
門
的
知
識
や

技
術
、
幅
広
い
教
養
、
豊
か
な

人
間
性
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
。

　

本
学
の
二
〇
一
〇
年
度
入
学

式
は
、
四
月
一
日
、
名
古
屋
・

金
山
の
中
京
大
学
文
化
市
民
会

館
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル
で
、
十
一

学
部
三
千
二
百
八
人
と
大
学
院

研
究
科
百
四
十
四
人
の
新
入
生

を
迎
え
て
挙
行
さ
れ
た
。 

　

式
は
例
年
通
り
午
前
と
午
後

に
行
わ
れ
、
午
前
十
一
時
か
ら

は
現
代
社
会
学
部
、
法
学
部
、

情
報
理
工
学
部
、
体
育
学
部
と

社
会
学
研
究
科
、
法
学
研
究
科
、

情
報
科
学
研
究
科
、
体
育
学
研

究
科
、
法
務
研
究
科
の
新
入
生

が
、
ま
た
午
後
一
時
か
ら
は
文

学
部
、
国
際
英
語
学
部
、
国
際

教
養
学
部
、
心
理
学
部
、
総
合

政
策
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営

学
部
と
文
学
研
究
科
、
国
際
英

語
学
研
究
科
、
心
理
学
研
究
科
、

経
済
学
研
究
科
、
経
営
学
研
究

科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
科
の
新
入
生
が
参
列

し
、
幾
分
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

北
川
薫
学
長
の
式
辞
、
梅
村
清

弘
総
長
・
理
事
長
の
祝
辞
に
聴

き
入
っ
た
。 

　

北
川
学
長
と
梅
村
総
長
・
理

事
長
は
、
新
入
生
に
対
し
、
政

治
、
経
済
を
始
め
と
す
る
社
会

の
各
方
面
で
大
き
な
変
動
が
起

き
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
こ

う
し
た
時
代
に
は
一
層
、
し
っ

か
り
と
し
た
覚
悟
と
自
己
確
立

が
求
め
ら
れ
る
と
強
調
。
社
会

で
活
躍
で
き
る
有
為
な
人
材
と

な
る
た
め
、
勉
強
に
課
外
活
動

に
励
み
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
る
よ
う
求
め
た
。

　

新
入
生
の
父
母
ら
保
護
者
も

多
く
出
席
し
、
式
を
見
守
っ
た
。

（
❷
、
❸
面
に
北
川
学
長
の
式

辞
、
梅
村
総
長
・
理
事
長
の
祝

辞
の
大
要
を
掲
載
） 

健
康
科
学
科
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
や
健
康
関
連
施
設
の
運

営
者
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
は
高
度
な
教

員
養
成
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
は
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格

取
得
を
目
指
す
コ
ー
ス
な
ど
を

新
た
に
設
け
る
。

（
17
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

　

入
試
日
程
の
詳
細
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
７
月
17
・
18
日
、
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
９
月
19
日
）
の
案

内
、
入
試
相
談
会
の
日
程
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

3,300人余の新入生を迎えて行われた入学式

2010年度

2011年度
入試案内

学
長
、
総
長
・
理
事
長
が
激
励 ―

―

力
強
く
充
実
し
た
学
生
生
活
を

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
開
設

ス
ポ
ー
ツ
科
学 

教
育・研
究
の
拠
点
に

質
の
高
い
人
材
を
育
成

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

体
育
学
部
を

改
組
、
改
革

11学部
3,208人

大学院
144人

入 学 式来年４月
３ 学 科

豊 田
キャンパス

1213面に掲載

❶
入
学
式
／
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
開
設
へ

❷
❸
学
長
式
辞
・
総
長
祝
辞
／
春
の
叙
勲

　

で
小
川
英
次
前
学
長
ら
受
章
／
役
職
者

❹
新
任
学
部
長
・
研
究
科
長
抱
負

❺
新
任
教
職
員
／
日
本
芸
術
院
賞

❻
米
国
２
大
学
と
交
換
留
学
協
定
／
Ｂ
Ｉ

　

教
授
陣
・
加
藤
靖
慶
客
員
教
授

❼
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

❽
国
際
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

❾
二
〇
一
〇
年
度
大
学
・
学
園
予
算

10
11
大
学
祭
実
行
委
員
会
／
フ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
学
生
相
談
室
充
実

12
13
二
〇
一
一
年
度
入
試
案
内

14
15
二
〇
〇
九
年
度
大
学
・
学
園
決
算

16
公
開
講
座
（
橋
本
聖
子
さ
ん
）

17
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
概
要

18
三
重
中
京
大
学
ニ
ュ
ー
ス

19
同
窓
会
長
に
川
岸
信
一
さ
ん
／
ジ
ュ
ニ

　

ア
冒
険
小
説
大
賞
受
賞

20
浅
田
真
央
選
手
世
界
選
手
権
優
勝
／
ス

　

ケ
ー
ト
ー
連
盟
か
ら
感
謝
状
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皆
さ
ん
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

大
切
な
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
大
学
で
は
、
「
自

分
を
確
立
す
る
」
と
い
う
姿
勢

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
ほ

し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

分
自
身
の
価
値
観
を
確
立
す
る
、

と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
内
面
を
磨
く

と
と
も
に
、
外
の
世
界
に
関
心

を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自

分
自
身
の
枠
に
と
ど
ま
っ
て
い

て
は
自
分
を
確
立
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
が
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置

に
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く

の
か
、
皆
さ

ん
自
身
に
絶

え
ず
考
え
て

い
て
欲
し
い

の
で
す
。
社

会
へ
の
関
心
、

自
然
へ
の
関

心
、
世
界
へ

の
関
心
で
す
。

　

関
心
を
持

て
ば
多
く
の
問
い
が
生
ま
れ
ま

す
。
問
い
を
発
し
な
け
れ
ば
答

え
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
自
分

を
確
立
す
る
」
と
は
「
自
ら
問

う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
問
い
、

学
ぶ
と
い
う
自
発
的
な
姿
勢
が

皆
さ
ん
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る

で
し
ょ
う
。
失
敗
や
挫
折
も
あ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
む

こ
と
も
随
分
と
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
志
を
持
っ

て
自
分
を
確
立
し
よ
う
と
努
力

を
す
る
限
り
、
中
京
大
学
は
必

ず
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
に
本
学
出
身
者
の
社
会
で

の
活
躍
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

中
京
大
学
の
卒
業
生
は
、
昨
年

三
月
を
も
っ
て
十
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
卒
業
生
は
教
育
界
、

企
業
・
財
界
、
政
界
、
公
務
員
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

国
家
公
務
員
を
は
じ
め
、
様
々

な
国
家
資
格
試
験
、
地
方
公
務

員
試
験
、
教
員
採
用
試
験
で
中

部
地
方
の
私
学
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
合
格
者
を
出
し
、
全
国
の
大

学
か
ら
は
驚
き
の
目
で
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
先
輩
た
ち
は
自
ら

学
び
、
工
夫
す
る
努
力
を
し
、

道
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
今
、
こ
の
時
か
ら

中
京
大
学
生
と
し
て
の
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
様
々
な
抱
負
や

目
標
を
胸
に
秘
め
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
語
る
べ
き
歴

史
と
伝
統
を
持
っ
た
中
京
大
学

で
勉
学
す
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
学
部
入
学
生
の
皆
さ
ん
は

四
年
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す

分
野
で
存
分
に
活
躍
し
、
多
く

の
先
輩
の
仲
間
入
り
が
で
き
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
自
分
を
磨

い
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
は
今
、
激
動
の
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
世
界
が
新
た

な
価
値
を
模
索
す
る
真
っ
只
中
、

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
新
し
い
出
発
を
お
祝
い

し
、
こ
れ
か
ら
の
健
闘
を
祈
っ

て
、
式
辞
と
し
ま
す
。

　

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
春
の
叙
勲

（
四
月
二
十
九
日
発
表
）で
、
小

川
英
次
前
学
長
が
瑞
宝
重
光
章
、

村
橋
泰
志
法
務
研
究
科
教
授
と

好
川
純
一
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
客
員
教
授
が

旭
日
中
綬
章
、
田
村
浩
一
郎
元

情
報
理
工
学
部
教
授
（
本
年
三

月
定
年
退
職
）
が
瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
し
た
。

　

小
川
前
学
長
（
現
・
梅
村
学

園
学
術
顧
問
）
は
名
古
屋
大
学

経
済
学
部
長
な
ど
を
経
て
経
営

学
部
教
授
に
就
任
。
二
〇
〇
〇

年
―
〇
七
年
学
長
を
務
め
た
。

中
小
企
業
経
営
研
究
の
第
一
人

者
で
学
会
や
国
、
自
治
体
な
ど

の
審
議
会
要
職
も
多
く
務
め
た
。

　

村
橋
教
授
は
名
古
屋
弁
護
士

会
会
長
や
日
弁
連
副
会
長
を
歴

任
。
〇
五
年
に
法
務
研
究
科
教

授
に
就
任
し
、民
事
法
総
合
演

習
な
ど
を
担
当
。
法
曹
養
成
研

究
所
所
長
を
務
め
て
い
る
。

　

好
川
客
員
教
授
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
取
締
役
、
豊
田
紡
織

（
現
・
ト
ヨ
タ
紡
織
）
副
社
長
、

社
長
、
会
長
を
歴
任
。
〇
七
年

か
ら
Ｂ
Ｉ
研
究
科
で
「
生
産
戦

略
」
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

　

田
村
元
教
授
は
工
業
技
術
院

電
子
技
術
総
合
研
究
所
所
長
退

任
後
に
本
学
に
転
じ
、
情
報
処

理
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
な
ど
を
担
当
。

人
工
知
能
高
等
研
究
所
所
長
を

退
職
ま
で
十
年
間
務
め
た
。

2010年度 入 学 式

自負と大望  胸に秘め
学　

長

北
川　
　

薫

大　

要

式　

辞

内
面
を
磨
き
外
に
も
関
心

自
己
確
立
へ
努
力
し
よ
う

㊤㊦ 喜びとファイトいっぱいの記念撮影

式辞、祝辞を真剣な
面持ちで聴く新入生

小川 英次前学長好川 純一 B I 研
究科客員教授

村橋 泰志 法務
研究科教授

田村 浩一郎 元情
報理工学部教授

春
の

叙
勲

小
川 

英
次
前
学
長
が
瑞
宝
重
光
章

村
橋
泰
志
教
授
、好
川
純
一

客
員
教
授
は
旭
日
中
綬
章

田
村
浩
一
郎
元
教
授
は

　
　
　
　
　

  

瑞
宝
中
綬
章
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皆
さ
ん
は
四
年
後
、
二
年
、

三
年
後
を
見
据
え
、
心
に
期
し

た
強
い
思
い
を
胸
に
入
学
式
に

臨
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
わ

が
国
は
世
界
不
況
か
ら
脱
却
で

き
な
い
ま
ま
、
世
界
で
も
例
を

見
な
い
超
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
同
時
に
進
行
す
る
時
代
に
入

り
ま
し
た
。
経
済
は
縮
小
、
衰

退
し
、
雇
用
環
境
の
一
層
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
企
業

は
採
用
数
を
絞
り
込
む
一
方
で
、

外
国
人
学
生
の
採
用
枠
を
増
や

し
て
お
り
、
皆
さ
ん
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
そ
う
で
す
。

　

中
京
大
学
は
皆
さ
ん
の
思
い

を
形
に
変
え
る
強
い
大
学
、
隠

れ
た
能
力
を
引
き
出
し
、
高
め

る
活
力
あ
る
大
学
と
し
て
、
皆

さ
ん
の
「
や
る
気
」
を
全
学
で

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
京
大
学
が
高
い
評
価
を
受

け
る
の
は
、
文
系
理
工
系
十
一

学
部
と
大
学
院
九
研
究
科
に
加

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
を
擁
す
る
全
国
有

数
の
規
模
よ
り
も
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
学
部
、
研
究
科

の
構
成
に
あ
り
ま
す
。
今
の
学

部
の
大
半
は
改
組
改
革
で
誕
生

し
、
学
生
の
期
待
に
応
え
て
い

ま
す
。

　

改
組
し
な
い
学
部
で
も
教
育

シ
ス
テ
ム
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

大
幅
に
改
め
、
本
年
度
は
経
営

学
部
が
進
展
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
社

会
に
対
応
し
て
海
外
研
修
な
ど

の
実
践
科
目
を
新
設
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
国
際
適

応
能
力
）
の
向
上
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
に
加
え
「
も

う
一
つ
の
学
び
場
」
、
公
務
員

講
座
、
各
種
資
格
対
策
講
座
を

開
設
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
成

果
は
各
種
の
試
験
結
果
に
表
れ
、

昨
年
度
、
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
法

文
系
で
は
三
人
が
合
格
、
四
年

連
続
で
合
格
者
を
出
し
た
の
は

近
隣
で
は
本
学
と
名
古
屋
大
の

み
と
な
る
な
ど
、
公
務
員
試
験
、

各
種
資
格
試
験
の
合
格
者
数
で

国
公
立
大
学
を
含
む
他
大
学
を

圧
倒
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

合
格
者
の
現
役
合
格
割
合
は
本

学
の
場
合
、
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
、
他
大
学
を
驚
か

せ
て
い
ま
す
。

　

中
京
大
学
の
建
学
の
理
念
は

「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味

の
殿
堂
た
れ
」
。
教
育
・
研
究

の
場
に
、
学
術
と
並
ん
で
ス
ポ

ー
ツ
に
真
剣
な
取
り
組
み
を
求

め
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
守

る
べ
き
ル
ー
ル
や
礼
節
が
あ
り
、

心
身
の
鍛
錬
に
役
立
ち
、
学
力
、

知
力
は
健
全
な
心
身
が
あ
っ
て

本
物
に
な
る
か
ら
で
す
。
本
学

は
何
事
も
真
剣
に
取
り
組
む
場
、

皆
さ
ん
も
こ
の
気
風
を
受
け
継

い
で
く
だ
さ
い
。

　

人
は
苦
し
さ
、
厳
し
さ
を
乗

り
越
え
て
力
が
つ
く
も
の
で
、

厳
し
い
時
代
は
能
力
を
高
め
る

チ
ャ
ン
ス
。
こ
こ
「
真
剣
味
の

殿
堂
」
で
、
厳
し
さ
を
テ
コ
に

逆
風
を
バ
ネ
に
、
新
時
代
に
飛

翔
し
て
い
く
大
き
な
力
を
つ
け

る
よ
う
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

学部学生

大学院学生
学部 学科

研究科 専攻

文学

国際英語学

心理学

社会学
法学

経済学

経営学
商学

情報科学

体育学
ビジネス・イノベーション
法務

合計

日本文学・日本語文化
英文学
国際英語学
英米文化学
実験・応用心理学
臨床・発達心理学
社会学
法律学
経済学

経営学
商学

情報科学
認知科学
メディア科学
認知科学（通信教育課程）
情報認知科学
体育学

ビジネス・イノベーション
法務

修士課程 博士課程 専門職
学位課程

1年次
100
91

̶ ̶ ̶

̶

̶ ̶
̶

̶
̶

̶

̶

0
̶̶

̶

97
87

111 117 105
181
311

79
91
79
99

162
296 288 292

363
256
361
356

̶

383
237
351
345

131
133
129

121
125
123

1

1

100 81 78

415
103

3,225

435
97

3,242

97
87
89
89

172

̶

383
255
380
386

150
128
124

137
113

7
436
105

3,362

88
100

̶

98
98

205

43
433
274
419
420

6

7
8
6

98
427
107

3,457

364

6 2
1

1
5
3
2
0

6
3

8

10
25

̶

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶
̶

̶
̶3

1
4

30
2

14
17

総合政策学 1 ̶10
20
̶
32
5

20
4

29
31

228 67 59
59

369
363
373
333
720

1,187
43

1,562
1,022
1,511
1,507

1,713
412

539
499
376
259

7
9
6

106

6

13,286

2年次 3年次 4年次 計
日本文
言語表現
国際英語
英米文化

心理
現代社会
社会
法律
総合政策
経済
経営
商

情報システム工
情報メディア工
機械情報工
情報知能
情報科
認知科
メディア科
身体システム工
体育科
健康科

文

国際英語

心理
国際教養国際教養

現代社会
社会
法

総合政策
経済
経営
商

情報理工

情報科

生命システム工

体育

合計

梅村　清弘
梅村　清英
北川　　薫
安村　仁志

福井　佳夫
足立　公也
照本　祥敬
向井　希宏
野口　典子
加藤佐千夫
佐道　明広
山田　光男
吉田　康英
井口　弘和
湯浅　景元

森下　純昭
吉川　　寛
鈴木　睦夫
村上　　隆
石川一三夫
梅村　清英
中條　秀治
輿水　大和
桜井　伸二
寺岡　　寛
池野　千白

棚橋　純一
檜山　幸夫
安藤　隆之
入江　恭平
菊池　秀夫
近藤　健児
長谷川純一
村橋　泰志
永田　法子
白井　正敏
鈴木　崇児
八尋華那雄
清水　卓也
朝子　邦松

総長・理事長
副理事長
学　長
副学長

文学部長
国際英語学部長
国際教養学部長
心理学部長
現代社会学部長
法学部長
総合政策学部長
経済学部長
経営学部長
情報理工学部長
体育学部長

大学院 文学研究科長
大学院 国際英語学研究科長
大学院 心理学研究科長
大学院 社会学研究科長
大学院 法学研究科長
大学院 経済学研究科長
大学院 経営学研究科長
大学院 情報科学研究科長
大学院 体育学研究科長
大学院 ビジネス・イノベーション研究科長
大学院 法務研究科長

図書館長
社会科学研究所長
文化科学研究所長
企業研究所長
体育研究所長
経済研究所長
人工知能高等研究所長
法曹養成研究所長
臨床心理相談室長
国際センター所長
情報センター長
エクステンションセンター所長
保健センター長
事務局長

２
０
１
０
年
度

　

（
４
月
１
日
現
在
）

　（5月1日現在）

中
京
大
学
の
役
職
者

本学の学生数 学部学生は13,286人

総
長
・
理
事
長梅

村　

清
弘

大　

要

祝　

辞

何
事
も
真
剣
に
取
り
組
み

新
時
代
に
飛
翔
す
る
力
を
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文
学
研
究
科
は
英
文
学
専
攻

（
博
士
後
期
）
と
文
学
部
系
専

攻
の
二
専
攻
で
あ
る
。

　

従
来
の
国
文
学
専
攻
を
改
組

し
た
日
本
文
学
・
日
本
語
文
化

専
攻
は
、
文
学
部
四
年
次
生
を

大
学
院
に
受
け
入
れ
る
「
大
学

院
進
学
奨
励
学
生
」
の
制
度
も

発
足
さ
せ
、
順
調
に
院
生
・
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
改
組
を
実
効
あ
る
も
の
と

す
べ
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
と
と
も
に
院
生
の
勉
学
環
境

の
整
備
充
実
を
さ
ら
に
図
り
た

い
。九

州
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。
日
本
文

学
（
平
安
時
代
）
。
65
歳
。

　

国
際
英
語
学
部
は
、
二
〇
〇

二
年
に
文
学
部
英
文
学
科
を
改

組
し
、
国
際
英
語
学
科
、
英
米

文
化
学
科
の
二
学
科
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
国
際
社

会
に
お
け
る
英
語
の
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

両
学
科
と
も
基
礎
と
な
る
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
学
生
の
英
語
力
の

増
強
と
研
究
の
両
立
を
目
指
し

て
更
に
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で

あ
る
。

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

東
京
都
立
大
学
助
手
。
英
語

統
語
論
。
51
歳
。

　

言
語
の
平
等
性
を
主
張
す
る

国
際
英
語
の
理
念
を
基
礎
に
し

た
新
し
い
国
際
的
視
野
を
持
つ

英
語
教
育
者
・
研
究
者
お
よ
び

国
際
企
業
人
の
育
成
が
本
研
究

科
の
使
命
で
あ
る
。
汎
用
性
を

有
す
る
高
度
な
英
語
力
、
異
文

化
に
対
す
る
深
い
理
解
や
柔
軟

な
対
応
力
、
ま
た
自
文
化
へ
の

洞
察
力
と
理
解
力
を
有
す
る
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
備
え
た
人
材
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
時

代
の
要
請
に
応
え
う
る
指
導
的

人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
一
層

の
努
力
を
行
い
た
い
。

南
山
大
学
外
国
語
学
部
、
同

大
学
院
言
語
学
修
士
課
程
。

イ
リ
ノ
イ
大
学
言
語
学
修
士

課
程
。社
会
言
語
学
。66
歳
。

　

完
成
年
度
後
を
見
据
え
、
全

学
共
通
教
育
と
学
部
専
門
教
育

を
二
本
柱
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
革
を
検
討
す
る
。
共
通

教
育
で
は
、「
共
通
（
一
般
）」

と
し
て
の
教
養
と
、
専
門
教
育

の
「
基
礎
」
と
し
て
の
教
養
の

あ
り
方
を
整
理
し
、
現
代
に
求

め
ら
れ
る
教
養
教
育
の
内
実
と

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
学
部

教
育
で
は
、
言
語
を
窓
口
に
多

様
な
世
界
と
出
会
い
、
こ
れ
と

の
対
話
を
と
お
し
て
自
己
形
成

を
促
し
て
い
く
教
育
の
よ
り
一

層
の
深
化
を
追
究
し
た
い
。

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
。
修

士
（
教
育
学
）
。
生
活
指
導

論
。
49
歳
。

　

本
研
究
科
は
、〇
六
年
情
報

理
工
学
部
設
置
、〇
八
年
機
械

情
報
工
学
科
増
設
、
近
々
の
学

部
改
組
な
ど
に
強
く
連
携
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
十
五
年
余
の

実
績
（
博
士
学
位
授
与
十
九
名
、

大
学
教
員
九
名
誕
生
）
を
一
層

発
展
さ
せ
、
産
業
界
と
学
会
へ

の
ア
ピ
ー
ル
力
を
高
め
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
、
研
究
科

専
攻
の
呼
称
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
見
直
し
、
大
学
院
進
学
率
向

上
、
大
学
や
企
業
研
究
所
な
ど

へ
の
就
職
強
化
な
ど
を
実
施
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
。
博
士

（
工
学
）
。
J
F
A
C
E
理

事
。
画
像
処
理
。
62
歳
。

　

現
代
社
会
に
生
起
す
る
事
柄

は
極
め
て
複
雑
化
し
て
き
て
い

る
。
そ
れ
を
読
み
説
き
、
適
切

に
分
析
し
、
自
ら
決
断
し
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
き
て
い
る
。

　

本
学
部
は
、
理
論
的
に
考
察

で
き
る
力
を
、
社
会
の
諸
問
題

の
分
析
を
通
し
て
醸
成
し
て
い

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
講
義
は
も
と
よ
り
、
演
習
・

実
習
科
目
の
充
実
を
図
り
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
、
時

間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
本
福
祉
大
学
大
学
院
社
会

福
祉
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
。博
士（
社
会
福
祉
学
）。社

会
福
祉
学
・
老
年
学
。59
歳
。

　

体
育
学
研
究
科
の
母
体
で
あ

る
体
育
学
部
を
次
年
度
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
に
改
組
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
人
間
の

身
体
運
動
の
理
解
に
は
、
自
然
、

人
文
、
社
会
と
い
う
幅
広
い
学

問
分
野
か
ら
の
接
近
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
必
要
で
あ
る
。

　

体
育
学
研
究
科
に
も
大
き
な

変
革
が
訪
れ
る
こ
の
と
き
を
好

機
と
考
え
、
我
々
こ
そ
が
学
術

と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
新
し

い
殿
堂
を
担
う
と
い
う
気
概
を

も
ち
、
広
く
深
く
そ
し
て
新
し

い
学
識
を
創
造
し
た
い
。

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
。
博
士

（
教
育
学
）
。
ス
ポ
ー
ツ
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
。
54
歳
。

　

情
報
理
工
学
部
は
、
五
年
目

の
春
を
迎
え
、
現
在
、
四
学
科

で
構
成
さ
れ
る
。
産
業
中
心
地

に
あ
る
大
学
と
し
て
、
次
代
の

産
業
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成

す
る
こ
と
が
使
命
と
捉
え
、
情

報
技
術
に
強
い
学
部
と
し
て
活

動
し
て
き
た
。
今
後
は
、
情
報

技
術
が
各
産
業
分
野
へ
浸
透
す

る
こ
と
が
新
価
値
を
創
造
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
学
部
も
時
流
に
即
し
た

技
術
者
教
育
の
で
き
る
環
境
と

な
る
よ
う
に
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
た
い
。

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
物

理
学
科
。
㈱
豊
田
中
央
研
究

所
。
博
士
（
工
学
）
。
感
性

工
学
。
58
歳
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
四
学
部
、
四
研
究
科
に
新
し
い
学
部
長
、
研
究
科
長
が
就
任
し

た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
で
あ
る
。
責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
、
研
究
科
の
教
育
、
研
究
を
担
う
新
任
学
部
長
、
研
究
科
長
に
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

（
経
歴
は
順
に
最
終
学
歴
、
学
位
、
専
門
分
野
、
年
齢
等
）

文
学
研
究
科
長

勉
学
環
境
を
更
に
整
備

森
下　

純
昭

国
際
英
語
学
部
長

更
に
英
語
能
力
増
強
へ

足
立　

公
也

国
際
英
語
学
研
究
科
長

指
導
的
な
人
材
を
養
成

吉
川　
　

寛

国
際
教
養
学
部
長

自
己
形
成
教
育
を
追
究

照
本　

祥
敬

情
報
科
学
研
究
科
長

学
部
と
連
携
、一
層
発
展

輿
水　

大
和

現
代
社
会
学
部
長

自
ら
行
動
す
る
力
醸
成

野
口　

典
子

体
育
学
研
究
科
長

新
た
な
学
識
の
創
造
へ

桜
井　

伸
二

情
報
理
工
学
部
長

時
流
に
即
し
た
技
術
を

井
口　

弘
和

❖ 

新
任
の
学
部
長
、研
究
科
長
が
抱
負 

❖
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書
道
家
の
樽
本
英
信
（
樹

邨
）
名
誉
教
授
（
元
文
学
部
教

授
）
に
五
月
三
十
一
日
、
〇
九

年
度
日
本
芸
術
院
賞
が
授
与
さ

教
授　

ジ
ョ
ン
・
エ
ス
ポ
ジ
ー

ト

▼
英
語
▼

コ
ロ
ラ
ド

大
学
ボ
ル

ダ
ー
校
・

博
士
課
程
▼
博
士
（
教
育
学
）

准
教
授　

林　

久
博

（
は
や
し
・
ひ
さ
ひ
ろ
）

▼
ド
イ
ツ

語
▼
名
古

屋
大
学
・

文
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
博
士
（
文
学
）

講
師　

髙
妻　

真
次
郎

（
こ
う
づ
ま
・
し
ん
じ
ろ
う
）

▼
地
学
▼

九
州
大

学
・
理
学

府
博
士
課

程
▼
博
士
（
理
学
）

助
教　

近
藤　

孝
司

（
こ
ん
ど
う
・
た
か
し
）

▼
心
理
学

基
礎
演
習

▼
中
京
大

学
・
心
理

学
研
究
科
博
士
課
程
▼
修
士

（
心
理
学
）

准
教
授　

内
田　

俊
博

（
う
ち
だ
・
と
し
ひ
ろ
）

▼
環
境
経

済
学
▼
ジ

ョ
ー
ジ
ア

州
立
大
学

・
博
士
課
程
▼
博
士（
経
済
学
）

准
教
授　

永
石　

信

（
な
が
い
し
・
ま
こ
と
）

▼
企
業
論

▼
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
・

博
士
課
程
▼
修
士
（
経
済
学
）

准
教
授　

柿
山　

哲
治

（
か
き
や
ま
・
て
つ
じ
）

▼
保
健
科

教
育
法
▼

筑
波
大

学
・
体
育

研
究
科
修
士
課
程
▼
博
士
（
体

育
科
学
）

講
師　

松
藤　

貴
秋

（
ま
つ
ふ
じ
・
た
か
あ
き
）

▼
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
▼
順
天

堂
大
学
・

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
修

士
課
程
▼
修
士
（
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
）

助
教　

桑
原　

康
平

（
く
わ
は

ら
・
こ
う

へ
い
）

▼
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
▼
筑
波
大
学
・
体
育
研

究
科
修
士
課
程
▼
修
士（
体
育

学
）

教
授　

近
藤　

良
享

（
こ
ん
ど
う
・
よ
し
た
か
）

▼
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ

原
論
▼
筑

波
大
学
・

体
育
研
究
科
修
士
課
程
▼
博
士

（
体
育
科
学
）

教
授　

石
堂　

典
秀

（
い
し
ど
う
・
の
り
ひ
で
）

▼
民
法
▼

中
京
大

学
・
法
学

研
究
科
博

士
課
程
▼
法
律
学
修
士

理
事
長
秘
書
室

松
浦　

生
朗

（
ま
つ
う

ら
・
い
く
ろ

う
）▼
早
稲

田
大
学

中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校

熊
澤　

茂

（
く
ま
ざ

わ
・
し
げ

る
）▼
愛
知

教
育
大
学

理
事
長
秘
書
室

稲
熊　

美
香

（
い
な
ぐ

ま
・
み
か
）

▼
椙
山
女

学
園
大
学

広
報
部

武
居　

達
郎

（
た
け
い
・

た
つ
ろ
う
）

▼
芝
浦
工

業
大
学

ス
ポ
ー
ツ
支
援
室

砂
田　

浩
克

（
す
な
だ
・

ひ
ろ
か
つ
）

▼
中
京
大

学
大
学
院

教
学
部
教
務
課

眞
下　

三
佳

（
ま
し
も
・

み
か
）

▼
中
京
大

学

学
生
支
援
室

佐
々
木　

光
規

（
さ
さ
き
・

こ
う
き
）

▼
中
京
大

学

入
試
セ
ン
タ
ー

浅
井　

茉
弓

（
あ
さ
い
・

ま
ゆ
み
）

▼
南
山
大

学

　

文
学
部
言
語
表
現
学
科
の
大

池
茂
樹
（
青
岑
）
教
授
が
三
月

十
五
日
、
〇
九
年
度
愛
知
県
芸

術
文
化
選
奨
・
文
化
新
人
賞
を

　

情
報
理
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
舟
橋
琢
磨
助
手
は

三
月
三
十
一
日
、
〇
九
年
度
電

気
学
会
産
業
シ
ス
テ
ム
情
報
化

研
究
会
優
秀
論
文
発
表
賞
を
受

賞
し
た
。

　

受
賞
論

文
は
「
作

業
員
の
動

作
お
よ
び
視
線
計
測
に
基
づ
く

技
能
解
析
」
。

　

舟
橋
助
手
は
本
学
情
報
科
学

部
、
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
出
身
。
〇
八
年

助
手
。
博
士
（
情
報
科
学
）
。

獲
得
し
た
。 

　

大
池
教
授
は
書
道
家
で
行
草

書
な
ど
の
漢
字
作
品
や
、
空
海

な
ど
の
古
筆
も
取
り
入
れ
た
調

和
体
の
作
品
を
特
徴
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
日
展
の

漢
字
部
門
に
二
十
五
回
入
選

し
て
い
る
。 

　

二
〇
一
〇
年
度
新
任
教
員
研

修
が
四
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、

蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
長
野

県
茅
野
市
）
で
行
わ
れ
た
。
研

修
の
対
象
は
二
〇
一
〇
年
四
月

採
用
の
教
員
十
一
人
（
体
育
学

部
四
人
、
国
際
教
養
学
部
三
人
、

心
理
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営

学
部
、
法
務
研
究
科
各
一
人
）

と
職
員
三
人
の
計
十
四
人
。

　

三
年
目
と
な
る
今
回
は
、
講

師
と
し
て
北
川
薫
学
長
、
安
村

仁
志
副
学
長
の
ほ
か
、
事
務
局

か
ら
朝
子
邦
松
局
長
ら
八
人
が

参
加
し
、
二
日
間
に
わ
た
り
中

京
大
学
の
歴
史
と
建
学
の
精
神
、

大
学
組
織
、
Ｆ
Ｄ
を
始
め
と
す

る
教
学
の
現
状
と
課
題
な
ど
を

話
し
た
。
初
日
の
研
修
会
に
続

く
懇
親
会
で
は
梅
村
清
英
副
理

事
長
・
経
済
学
研
究
科
長
ら
を

囲
ん
で
賑
や
か
に
懇
談
し
た
。

れ
た
。

　

日
本
芸
術
院
賞
は
、
芸
術
上

の
功
績
が
特
に
顕
著
な
芸
術
家

に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
今
回
が
六

十
六
回
目
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

中
国
古
典
の
詩
を
題
材
に
、
持

ち
前
の
豪
快
な
筆
致
で
仕
上
げ

た
日
展
出
品
作
「
富
陽
妙
庭
観

董
雙
成
故
宅

發
地
得
丹

鼎
」
。 

　

樽
本
名
誉

教
授
は
六
〇

年
商
学
部
卒
。
六
七
年
文
学
部

国
文
学
科
講
師
と
な
り
、
七
九

年
教
授
。
〇
二
年
選
択
定
年
退

職
、
名
誉
教
授
。
日
展
評
議
員

で
審
査
員
を
務
め
、
〇
八
年
の

第
四
十
回
日
展
で
は
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
日

本
を
代
表
す
る
「
現
代
書
道
二

十
人
展
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

も
活
躍
す
る
一
方
、
後
進
の
指

導
に
熱
心
に
あ
た
っ
て
い
る
。

研修後、北川学長、安村副学長、梅村副理事長、
朝子事務局長と記念写真に収まる参加者

樽本名誉教授

新任の教員11人
紹介します

樽
本
英
信
名
誉
教
授
が

　
「
書
」で
日
本
芸
術
院
賞
受　

　

賞大
池
茂
樹
文
学
部
教
授
は

　

愛
知
県
の
文
化
新
人
賞

舟
橋
琢
磨
・
情
報
メ
助
手
が

電
気
学
会
優
秀
論
文
発
表
賞

（所属、職位、名前、担当、学歴、学位）　４月１日付

国
際
教
養
学
部

　
　

国
際
教
養
学
科

心
理
学
部  

心
理
学
科

経
済
学
部  

経
済
学
科

経
営
学
部  

経
営
学
科

体
育
学
部  

体
育
科
学
科

体
育
学
部  

健
康
科
学
科

法
務
研
究
科

新
任
事
務
職
員
（
部
署
、名
前
、出
身
大
学
）

４
月
１
日
付

新任教職員が１泊研修
北川学長らが講師
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Ｂ
Ｉ
研
究
科
に
「
中
小
企
業

診
断
士
養
成
課
程
」
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

コ
ー
ス
は
、
国
家
資
格
の
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
と
し
て

知
名
度
が
上
が
っ
て
き
た
「
経

産
大
臣
登
録
中
小
企
業
診
断

士
」
の
二
次
試
験
に
代
わ
る
養

成
コ
ー
ス
で
す
。
同
時
に
二
年

間
の
履
修
を
通
し
て
経
営
学
修

士
の
資
格
も
併
せ
修
得
す
る
こ

と
の
で
き
る
講
座
で
す
。

　

診
断
士
は
八
月
に
七
科
目
の

第
一
次
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

〇
九
年
度
は
全
国
で
二
万
人
を

超
え
る
受
験
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
名
古
屋
会
場
は
千
九

百
七
人
で
し
た
。
こ
の
試
験
に

本
学
は
三
年
前
か
ら
会
場
提
供

し
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
十
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
第
二
次
試
験

の
会
場
も
供
与
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
養
成
課
程
は
、
第

　

本
学
は
交
換
留
学
制
度
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に
米
国

の
マ
ー
シ
ャ
ル
大
学
（
ウ
ェ
ス

ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
ハ
ン
テ
ィ

ン
ト
ン
市
）
、
ケ
ネ
ソ
ー
州
立

大
学
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ

ン
タ
市
）と
、「
交
換
留
学
に
関

す
る
個
別
協
定
」
を
締
結
し
た
。

本
学
の
個
別
協
定
校
は
、
こ
れ

で
十
四
校
（
米
国
六
校
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
・
中
国
そ
れ

ぞ
れ
二
校
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ

ン
ダ
各
一
校
）

と
な
り
、
留
学

先
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
大
と
は
二
〇
〇

九
年
十
二
月
十
五
日
に
協
定
を

締
結
し
、
す
で
に
今
年
四
月
か

ら
三
人
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

八
月
か
ら
三
人
を
派
遣
す
る
。

ケ
ネ
ソ
ー
州
立
大
と
は
一
〇
年

二
月
二
十
六
日
に
締
結
し
、
一

一
年
度
か
ら
、
毎
年
三
人
を
上

限
に
留
学
生
の
交
換
を
行
い
、

学
生
交
流
を
図
っ
て
い
く
。 

　

マ
ー
シ
ャ
ル
大
は
一
八
三
七

年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
九
六
一

年
、
州
立
と
な
る
。
現
在
は
、

情
報
技
術
、
教
育
、
教
養
、
科

　

国
際
英
語
、
心
理
、
法
の
三

学
部
は
一
〇
年
度
、
小
学
校
教

諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。
〇

九
年
度
入
学
生
（
二
年
生
）
か

ら
受
講
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
三
学
部
の
課
程
で

取
得
で
き
る
教
員
免
許
状
は
、 　

経
済
学
研
究
科
総
合
政
策
学

専
攻
は
四
月
よ
り
、
総
合
政
策

学
部
の
学
部
教
育
と
大
学
院
教

育
と
を
連
携
す
る
仕
組
み
で
あ

る
大
学
院
進
学
奨
励
学
生
制
度

を
導
入
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
①
総
合
政
策

学
部
に
在
籍
す
る
四
年
生
に
大

学
院
総
合
政

策
学
専
攻
博

士
前
期
課
程

（
修
士
課
程
）

の
授
業
科
目

の
履
修
を
認

め
て
単
位
を

認
定
し
、
②
本
専
攻
修
士
課
程

の
入
学
試
験
に
お
い
て
特
別
選

抜
入
試
の
受
験
資
格
を
与
え
、

③
本
専
攻
修
士
課
程
へ
の
入
学

後
に
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

修
士
（
総
合
政
策
学
）
の
学
位

を
最
短
一
年
間
で
認
め
る
仕
組

中
学
校
一
種
と
高
等
学
校
一
種

（
心
理
学
部
は
特
別
支
援
学
校

一
種
も
可
）
だ
っ
た
。
本
学
は

三
月
二
十
三
日
、
佛
教
大
学
と
、

小
学
校
教
諭
二
種
の
免
許
取
得

に
必
要
な
科
目
を
本
学
の
学
生

が
特
別
科
目
等
履
修
生
と
し
て

履
修
で
き
る
協
定
を
結
び
、
取

得
可
能
に
な
っ
た
。
小
学
校
教

諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き
る

学
部
は
、
〇
七
年
に
玉
川
大
学

で
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
体

育
学
部
を
含
め
、
四
学
部
と
な

っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
で
、

国
際
英
語
、
心
理
、
法
の
学
生

は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
の
教
員
免
許
状
の
す
べ
て

を
卒
業
ま
で
に
取
得
で
き
る
。

就
職
先
の
選
択
肢
が
増
え
る
と

と
も
に
、
小
中
高
一
貫
教
育
が

進
む
時
代
に
対
応
し
た
知
識
・

技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

み
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
学
部
四
年
次
に

在
籍
し
な
が
ら
専
門
的
な
大
学

院
修
士
課
程
の
授
業
科
目
を
履

修
で
き
、
修
士
号
の
取
得
期
間

の
短
縮
も
可
能
に
な
る
。
飛
び

入
学
と
は
異
な
り
、
総
合
政
策

学
部
卒
業
の
学
歴
も
得
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
魅
力
的
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
三
年

生
ま
で
の
全
履
修
科
目
の
Ｇ
Ｐ

Ａ
が
２
・
８
以
上
で
あ
る
学
業

優
秀
者
で
、
四
年
次
に
履
修
で

き
る
科
目
は
十
六
単
位
を
上
限

と
し
、
本
専
攻
進
学
時
に
十
単

位
ま
で
単
位
を
認
定
す
る
。
募

集
は
四
月
と
九
月
の
年
二
回
。

　

同
じ
よ
う
な
制
度
は
、
法
学

研
究
科
と
法
学
部
、
国
際
英
語

学
研
究
科
と
国
際
英
語
学
部
、

文
学
研
究
科
と
文
学
部
で
も
実

施
し
て
い
る
。

　

本
学
の
法
科
大
学
院
リ
ー
ガ

ル
エ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

へ
の
社
会
貢
献
と
法
曹
を
目
指

す
学
生
へ
の
教
育
支
援
を
目
的

に
、
〇
五
年
か
ら
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
日
は
毎
月
第
一
、
第
三

土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
。
七
月
は
三
、
十
七
日
に

実
施
す
る
。
会
場
は
法
科
大
学

院
の
あ
る
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
ネ
ッ
ク
ス

ビ
ル（
地
下

鉄
名
城
線
・

鶴
舞
線
「
八

事
駅
」
ア
ネ
ッ
ク
ス
出
口
横
）。

　

法
科
大
学
院
所
属
教
員
や
教

員
の
所
属
す
る
法
律
事
務
所
の

弁
護
士
が
一
件
に
つ
い
て
四
十

―
五
十
分
か
け
て
じ
っ
く
り
相

談
を
受
け
、
助
言
す
る
。
相
談

実
績
は
八
十
件
以
上
。

　

予
約
制
。
申
し
込
み
は
電
話

（
０
５
２
―
８
３
５
―
８
３
２

６
）
で
。
詳
細
は
法
科
大
学
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

学
、
体
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
八
学
部
を
擁

す
る
総
合
大
学
で
、
一
万
四
千

人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。 

　

ケ
ネ
ソ
ー
州
立
大
は
一
九
六

三
年
に
設
立
さ
れ
た
総
合
大
学

で
、
芸
術
、
経
営
、
教
育
な
ど

六
学
部
を
擁
す
る
。
学
生
数
二

万
人
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
三

番
目
に
多
い
。

一
次
試
験
の
合

格
者
を
対
象
に

二
年
間
の
講
座

を
開
設
し
て
お

り
、
座
学
の
演

習
科
目
と
企
業

診
断
を
実
地
に

行
う
実
習
科
目

に
大
別
さ
れ
ま

す
。
国
家
資
格
の
代
行
で
す
か

ら
、
受
講
者
は
厳
し
い
時
間
管

理
の
下
、
能
力
開
発
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

実
習
責
任
者
と
し
て
の
私
の

願
い
は
、
本
学
の
修
了
生
が
プ

ロ
の
診
断
士
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
、
各
企
業
の
経
営
支

援
の
た
め
に
持
て
る
能
力
を
発

揮
し
、
さ
す
が
中
京
大
学
大

学
院
の
出
身
者
は
腕
が
あ
る

と
い
う
世
評
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
二
年
間
で
、
プ
ロ
と

し
て
立
て
る
力
量
を
何
と
か

身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ま
ず
教
員
の
私
ど
も
の

方
か
ら
新
た
な
能
力
開
発
を
、

自
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

名
古
屋
地
区
は
養
成
機
関

が
他
に
二
大
学
、
民
関
団
体

が
一
つ
と
競
合
の
厳
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
い
か

に
他
機
関
を
差
別
化
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
か
。
こ
こ

に
私
ど
も
の
使
命
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

私
の
教
育
・
研
究

B
I
の
教
授
陣

ビ
ジ
ネ
ス・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

加
藤 

靖
慶
客
員
教
授

（
経
営
戦
略
な
ど
担
当
）

協
定
校
６
カ
国
14
校
に

演
習
に
実
地
研
修
積
み
養
成

実
力
の
中
小
企
業
診
断
士
を

米
国
２
大
学（
マ
ー
シ
ャ
ル
大
学

ケ
ネ
ソ
ー
州
立
大
学

）と

交
換
留
学
の
協
定
を
締
結

小
学
校
教
諭
の
二
種
免
許

取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動

経
済
学
研
究
科
総
合
政
策
学
専
攻

４
年
生
に
修
士
科
目
単
位
認
め
る

総
合
政
策
学
部
の
教
育
と
連
携

大
学
院 

進
学
奨
励
学
生
制
度
を
導
入無

料
の
法
律
相
談

７
月
は
３
日
と
17
日

国
際
英
語
・
心
理
・
法
学
部慶應義塾大学卒業。1973年中

小企業診断士取得。1980年㈱
総合経営センター設立。前中小
企業診断協会本部常任理事兼
愛知県支部長。08年経営学部教
授。10年大学院専任客員教授。
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現
代
社
会
学
部
の
学
生
が
提

案
し
た
「
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
に
女

性
専
用
シ
ー
ト

の
設
置
」
が
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら

採
用
さ
れ
、
好

評
を
得
て
い
る
。

　

現
代
社
会
学

部
で
は
、
社
会

調
査
の
実
地
訓

練
と
調
査
デ
ー

タ
の
分
析
・
解

析
手
法
の
修
得

を
兼
ね
た
「
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を

〇
六
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

〇
九
年
度
も
専

門
科
目
の
調
査
研
究
法
等
を
履

修
し
た
二
―
四
年
生
が
、
プ
ロ

野
球
フ
ァ
ン
の
動
向
や
声
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
集
計
・
分

析
。一
月
十
四
日
、分
析
結
果
と

フ
ァ
ン
獲
得
の
た
め
の
提
案
を

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
球
団
職
員
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　

女
性
専
用
シ
ー
ト
の
設
置
は
、

女
性
客
が
少
な
く
、
十
分
な
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

調
査
結
果
を
受
け
て
、
女
性
客

が
足
を
運
び
や
す
い
環
境
作
り

を
と
出
し
た
施
策
で
あ
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
川
越
あ

ゆ
み
さ
ん
（
四
年
）
は
「
提
案

が
採
用
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
。

根
拠
を
持
っ
て
考
え
を
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
学

ん
だ
」
と
語
っ
た
。

　

国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス

に
必
須
な
知
識
（
ビ
ジ
ネ
ス
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
、
経
営
財
務
、
企

業
分
析
な
ど
）
を
教
え
る
専
門

科
目
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

Ⅱ
」
を
三
年
生
春
学
期
に
開
講

し
て
い
る
。

　

実
践
的
な
演
習
も
行
い
、
四

月
十
九
日
に
は
、
東
京
証
券
取

引
所
か
ら
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
を
招
き
、

株
式
の
模
擬

売
買
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
受
講

し
た
羽
根
田
優
さ
ん
は「
『
株

を
学
ぶ
』
で
は
な
く
、『
株
で

学
ぶ
』
こ
と
が
重
要
。
企
業
情

報
を
し
っ
か
り
調
べ
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。

　

二
回
目
の
演
習
は
中
山
雅
之

国
士
舘
大
学
准
教
授
を
招
き
、

会
社
経
営
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
理
念
や
組
織
を

決
め
て
製
造
会

社
を
設
立
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
決
算
書
類

作
成
な
ど
を
行

っ
た
。
加
藤
賢

さ
ん
は
「
経
営

戦
略
を
練
る
こ

と
の
難
し
さ
、

種
々
の
課
題
に

直
面
す
る
こ
と

を
理
解
し
た
」

と
語
っ
た
。

　

受
講
し
た
学

生
た
ち
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
基

礎
知
識
を
身
に
付
け
、
今
秋
か

ら
本
格
的
に
就
職
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

日
本
文
学
科
の
新
入
生
約
百

　

新
入
生
の
学
園
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
学
部
が
四

月
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
相
談
会
な
ど

を
開
い
た
。
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
は
欠
か
せ
な
い
行
事
と

な
っ
て
お
り
、
在
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
い
る
。

文
学
部
日
本
文
学
科
と
経
営
学
部
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
学

外
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

人
は
四
月
十
七
日
、
三
重
県
松

阪
市
内
に
あ
る
文
学
ゆ
か
り
の

地
を
訪
れ
た
。
前
日
の
雨
を
忘

れ
さ
せ
る
よ
う
な
快
晴
の
下
、

松
阪
城
跡
、
本
居
宣
長
記
念
館
、

宣
長
旧
宅
の
「
鈴
屋
」
な
ど
時

代
の
異
な
る
文
学
史
跡
を
見
学
。

多
気
郡
明
和
町
に
あ
る
斎
宮
歴

史
博
物
館
に
も
立
ち
寄
り
、
伊

勢
神
宮
に
仕
え
た
斎
王
の
役
割

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

本
を
読
む
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
、
そ
の
時
代
や
そ
の
土
地

の
雰
囲
気
に
触
れ
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
、
文
学
に
対
す
る
理

解
を
深
め
た
。
在
学
生
ス
タ
ッ

フ
の
藤
井
里
保
さ
ん
（
日
本
文

３
）
は
、
「
今
回
を
き
っ
か
け

に
、
た
く
さ
ん
の
『
つ
な
が

り
』
を
経
験
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。
今
後
に
生
か
し
、
大
学

生
活
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　

経
営
学
部
は
、
四
月
四
、
五

の
両
日
、
静
岡
県
舘
山
寺
サ
ゴ

ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
一
泊
合

宿
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
新
入
生
約
三
百
五
十
人

が
参
加
し
た
。

　

吉
田
康
英
学
部
長
が
、
初
め

に
学
部
の
特
徴
と
今
年
度
ス
タ

ー
ト
す
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

説
明
し
た
。
上
級
生
た
ち
も
、

ゼ
ミ
の
紹
介
や
体
系
的
、
効
果

的
な
履
修
方
法
に
つ
い
て
、
経

験
を
交
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

参
加
者
は
、
座
談
会
で
活
発
に

意
見
を
交
換
し
た
ほ
か
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
て

い
た
。

　

在
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
吉
田
隆

仁
さ
ん
（
経
営
３
）は
、「
入
学

直
後
は
誰
も
が
不
安
で
一
杯
に

な
る
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
そ
の
不
安
を
解
消
し
、

一
日
も
早
く
大
学
生
活
に
な
じ

ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

本
学
園
は
四
月
一
日
付
で
、

元
心
理
学
部
教
授
の
加
川
元
通

氏
（
三
月
末
定
年
退
職
）
に
中

京
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
を
授

与
し
た
。

◆

　

名
誉
教
授
の
称
号
授
与
は
九

十
三
人
と
な
っ
た
。

名
誉
教
授
（
元
法
学
部
教
授
）

増
原　

啓
司
さ
ん

（
ま
す
は
ら
・
け
い
し
）

四
月
九
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

74
歳
。
中

京
商
業
高

校
（
現
附

属
中
京
高
校
）
教
諭
を
経
て
、

66
〜
06
年
在
職
。
民
法
。

元
教
養
部
教
授

今
村　

良
幸
さ
ん

（
い
ま
む
ら
・
よ
し
ゆ
き
）

五
月
九
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

74
歳
。
中

京
商
業
高

校
（
現
附

属
中
京
高
校
）
教
諭
を
経
て
、

69
〜
97
年
在
職
。
政
治
学
。

ナゴヤドームでアンケート調査を行う学生たち

本居宣長の旧宅を訪れた日本文学
科の新入生たち

活発に意見を交わす経営学部の新入生たち

株の模擬売買を行う学生たち

各学部 様々に力入れ
先輩も積極的に支援

松
阪
市
の
史
跡
巡
り

　

文
学
へ
理
解
深
め
る

加
川
元
通
元
教
授
に

　
　

名
誉
教
授
の
称
号

「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」提
案

ド
ー
ム
に
女
性
専
用
シ
ー
ト  

採
用

舘
山
寺
で
一
泊
合
宿

　

活
発
に
議
論
、親
睦
も

新入生オリエンテーション

訃　

報

日
本
文
学
科

現
代
社
会
学
部

株
式
の
売
買
、
会
社
経
営
を
学
ぶ

「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
Ⅱ
」で
演
習

国
際
英
語
学
科

経
営
学
部
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情
報
理
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
二
年
（
現
三
年
）
の

大
竹
杏
奈
さ
ん
が
、
三
月
九
―

十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
情
報
処

理
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
全

国
大
会
で
、
学
生
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。
同
賞
は
座
長
裁
量
で

各
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
き
一

人
が
選
ば
れ
た
。

　

大
竹
さ
ん
は
「
ク
ー
ポ
ン
情

報
の
多
メ
デ
ィ
ア
配
信
に
よ
る

地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の
提
案
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。
店
舗

経
営
者
ら
が
ク
ー
ポ
ン
を
Ｐ
Ｃ

や
携
帯
電
話
な
ど
に
直
接
配
信

す
る
こ
と
で
即
時
性
を
実
現
し

た
ワ
ン
ソ
ー
ス
・
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
の
ク
ー
ポ
ン
配
信
シ
ス
テ
ム

を
構
築
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
振

興
を
促
す
地
域
活
性
化
の
モ
デ

ル
と
し
た
。

　

大
竹
さ
ん
は
「
大
学
内
外
の

人
た
ち
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
。
残
り
の
学
生
生
活
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

総
合
政
策
学
部
三
年
（
現
四

年
）
の
柳
川
亨
さ
ん
と
松
元
大

和
さ
ん
が
三
月
十
二
日
、
財
団

法
人
都
市
経
済
研
究
所
が
主
催

す
る
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
国
境
・
離
島
・
海
洋
か
ら
考

え
る
新
し
い
邦
づ
く
り
」
と
い

う
民
間
会
議
で
、
「
島
の
自
立

と
発
展
に
向
け
て
」
の
テ
ー
マ

で
発
表
（
写
真
）
し
た
。

　

二
人
は
所
属
す
る
佐
道
明
広

教
授
の
ゼ
ミ
で
、
沖
縄
問
題
、

特
に
国
境
離
島
で
あ

る
与
那
国
の
問
題
を

一
年
間
研
究
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

与
那
国
の
自
立
と
発

展
を
目
指
し
た
「
有

人
国
境
離
島
振
興

法
」
の
制
定
を
提
唱
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
、

物
価
高
に
悩
む
与
那

国
島
の
救
済
策
と
し

て
、
①
航
路
の
国
道

化
②
産
業
保
護
③
高

校
の
設
立
の
三
つ
を

あ
げ
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

三
月
十
八
日
付
の
産
経
新
聞
コ

ラ
ム
欄
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
柳

川
さ
ん
と
松
元
さ
ん
の
提
唱
内

容
も
紹
介
さ
れ
た
。
二
人
は

「
今
後
は
、
よ
り
具
体
的
で
実

現
の
可
能
性
が
高
い
提
案
に
し

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
に
話

し
て
い
る
。

　

セ
メ
ス
タ
ー
留
学
の
帰
国
報

告
会
を
兼
ね
た
説
明
会
が
四
月

二
十
一
日
、
国
際
セ
ン
タ
ー
ラ

ウ
ン
ジ
で
行
わ
れ
、
留
学
に
関

心
を
持
つ
学
生
た
ち
四
十
人
が

参
加
し
た
。
（
写
真
）

　

昨
年
十
二
月
に
セ
メ
ス
タ
ー

留
学
を
終
え
て
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
か
ら
帰
国
し
た
五
人
が
、

留
学
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
や

自
分
が
成
長
し
た
こ
と
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
報
告
し
、

学
生
た
ち
は
先
輩
の
体
験
談
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
続

く
懇
親
会
で
も
、
留
学
に
つ
い

て
の
様
々
な
話
で
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
、
留
学
へ
の
意
欲

を
高
め
た
。

　

セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
、
英

語
力
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

一
学
期
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

留
学
先
は
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ

ン
ト
大
学
、
ト
ン
プ
ソ
ン
リ

バ
ー
大
学
、
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
の
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学

ラ
ク
ロ
ス
校
の
語
学
学
校
で

あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
学

生
が
参
加
し
、
多
方
面
で
活

躍
で
き
る
人
間
に
成
長
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
派

遣
す
る
一
〇
年
度
の
交
換
留
学

生
十
三
人
が
、
昨
年
十
二
月
の

国
際
交
流
委
員
会
で
決
ま
っ
た
。

　

留
学
先
は
ア
メ
リ
カ
が
十
二

人
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
大
学
八
人
、

個
別
協
定
校
四
人
）
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
が
一
人
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加

盟
大
学
）
。
今
回
初
め
て
、
文

学
部
の
学
生
（
一
人
）
が
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
。

派
遣
学
生
は
八
月
か
ら
約
一
年

間
、
各
大
学
で
専
門
的
に
学
び

た
い
分
野
を
中
心
に
履
修
す
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
留
学
事
前

研
修
を
四
月
か
ら
七
月
ま
で
実

施
。
希
望
者
は
本
学
教
職
員
か

ら
、
留
学
に
対
す
る
心
構
え
、

必
要
な
知
識
、
語
学
ス
キ
ル
、

留
学
先
で
の
授
業
対
応
能
力
、

危
機
管
理
の
意
識
向
上
な
ど
の

指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

派
遣
が
決
ま
っ
た
深
川
真
衣

さ
ん
（
言
語
表
現

３
）
は
「
日
本
と

は
異
な
る
環
境
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況

に
も
順
応
し
、
困

難
な
問
題
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
力
を

身
に
つ
け
た
い
」
、

中
島
佑
菜
さ
ん

（
国
際
英
語
３
）は

「
留
学
を
通
し
て

自
分
自
身
大
き
く

成
長
し
た
い
。
自

分
の
目
で
見
て
、

肌
で
感
じ
、
違
う
国
か
ら
見
た

日
本
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を

新
し
い
視
点
か
ら
考
え
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

一
〇
年
度
に
本
学
が
受
け
入

れ
た
交
換
留
学
生
は
、
五
カ
国

か
ら
計
二
十
人
。
内
訳
は
、
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
大
学
か
ら
十
五
人

（
ア
メ
リ
カ
八
人
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
三
人
、
フ
ラ
ン
ス
三
人
、

ド
イ
ツ
一
人
）、個
別
協
定
大
学

か
ら
五
人
（
ア

メ
リ
カ
四
人
、韓

国
一
人
）
。

　

留
学
生
た
ち

は
、
四
月
か
ら

日
本
語
の
ほ
か

母
国
語
で
も
経

済
学
や
言
語
学

な
ど
専
門
科
目

を
中
心
に
学
ん

で
い
る
。
ま
た
、

国
際
セ
ン
タ
ー

や
学
生
が
主
催
し
た
名
古
屋
市

内
史
跡
め
ぐ
り
や
施
設
見
学
な

ど
に
も
参
加
。
日
本
の
文
化
に

触
れ
て
い
る
。◆

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
五
月
か
ら
、

交
換
留
学
生
と
気
軽
に
会
話
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
留
学
生

と
話
そ
う
！ Let’s 

国
際
交

流
」
を
、
名
古
屋
・
豊
田
両
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
て
い
る
。

学
生
た
ち
は
、
昼
休
み
や
授
業

後
に
、
留
学
生
か
ら
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
あ
い

さ
つ
を
教
わ
っ
た
り
、
日
本
と

外
国
の
文
化
の
違
い
な
ど
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
七
月

九
日
ま
で
で
、
国
際
セ
ン
タ
ー

で
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
。

国際センター国際センター国際センタ国際センタ国際センタ

「大きく成長したい」と語る13人の派遣学生

名古屋城を見学した受け入れ留学生

賞状を手にする大竹さん

セ
メ
ス
タ
ー
留
学

先
輩
の
体
験
談
を
聞
く

大
竹 

杏
奈
さ
ん
（
情
報
メ
２
＝
現
３
）

〝
ク
ー
ポ
ン
配
信
〞

産
経
新
聞
コ
ラ
ム
も
紹
介

民
間
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

情
報
処
理
学
会
の
奨
励
賞

総合政策学部3年（現4年）

与那国島発展で発表

柳川亨さ　
　ん  松元大和さ　

　ん

受
け
入
れ 

５
カ
国
20
人

日
本
文
化
に
も
親
し
む

米
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
13
人

文
学
部
か
ら
初
の
派
遣
学
生

2010年度

交　換
留学生
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１
、人
件
費
支
出

　

七
七
億
七
千
四
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
度

予
算
と
比
べ
三
・
七
％
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

２
、経
費
支
出

　

１
、帰
属
収
入

　

一
六
一
億
四
千
五
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年

度
予
算
と
比
べ
二
・
五
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
、基
本
金
組
入
額

　

組
入
額
と
し
て
六
億
四
千
九

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

３
、消
費
収
入

　

一
五
四
億
九
千
六
百
万
円
で
、

二
〇
〇
九
年
度
予
算
と
比
べ

情
報
教
育
関
連
経
費
、
研
究
費
、

学
生
募
集
経
費
な
ど
、
教
育
研

究
経
費
と
管
理
経
費
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
五
四

億
四
千
一
百
万
円
で
、
二
〇
〇

九
年
度
予
算
と
比
べ
八
・
八
％

の
減
少
で
す
。

　

３
、施
設
関
係
支
出

　

名
古
屋
学
舎
図
書
館
新
棟
建

設
な
ど
の
事
業
費
と
し
て
二
六

億
五
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

４
、設
備
関
係
支
出

　

機
器
備
品
費
、
図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
四
億
八
千
六
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

七
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

４
、消
費
支
出

　

一
五
二
億
七
千
万
円
を
計
上

　

先
般
の
学
園
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
中

京
大
学
の
二
〇
一
〇
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
資
金
収
支
予
算
書
は
表
１
、
消
費
収
支
予

算
書
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
度
予

算
と
比
べ
〇
・
一
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

５
、消
費
収
支
差
額

　

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
は
二
億

二
千
六
百
万
円
の
収
入
超
過
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
資
金

収
支
予
算
書
は
表
３
、
消
費
収

支
予
算
書
は
表
４
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
度
の

事
業
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆

〈
中
京
大
学
〉

・
国
際
教
養
学
部
、
情
報
理
工

学
部
機
械
情
報
工
学
科
が
開
設

三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

・
名
古
屋
学
舎
図
書
館
新
棟
建

設
及
び
四
号
館
（
中
）
の
改
造
、

校
内
整
備
な
ど
の
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆

〈
中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学

校
〉

・
一
・
四
号
館
耐
震
補
強
な
ど

の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆

〈
三
重
高
等
学
校
〉

・
七
号
館
等
の
解
体
工
事
を
行

い
ま
す
。（

理
事　

鬼
頭 

俊
二
）

　

１
、学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

　

一
四
五
億
一
千
六
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
予
算
学
生
数

の
見
込
み
に
よ
り
、
二
〇
〇
九

年
度
予
算
に
比
べ
一
・
九
％
の

減
少
と
し
ま
し
た
。

　

２
、手
数
料
収
入

　

五
億
五
千
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
入
学

検
定
料
で
す
。

　

３
、補
助
金
収
入

　

六
億
六
千
八
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
国
庫
か
ら
の
補
助

金
が
主
な
も
の
で
す
。

　

４
、
資
産
運
用
収
入

　

受
取
利
息
等
の
収
入
で
、
二

億
一
千
九
百
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

科　　目

科　　目

科　　目

科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費収入超過額

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費収入超過額

資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

科　　目 科　　目

科　　目 科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入

事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

予 備 費

資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

14,515,815 14,796,338

14,515,815 14,796,338
552,215 564,320

0 7,550
668,473 677,539
218,500 267,000
150,000 191,566
40,000 50,000

16,145,003 16,554,313
△648,779 △2,162,687

7,741,416 7,573,715
5,498,935 5,694,588
1,570,949 1,901,929
2,700 5,858

405,827 55,316
50,000 50,000

15,269,827 15,281,406
226,397 △889,78015,496,224 14,391,626

7,773,655 7,493,165
4,088,696 4,279,482
1,352,669 1,688,425
2,700 5,858

255,000 330,000
2,649,804 693,750
486,103 566,413
1,580,000 3,380,180
683,312 1,743,605
50,000 50,000

△493,902 △421,460
13,127,604 12,885,638
31,555,641 32,695,056

2010年度予算 2009年度予算 2010年度予算 2009年度予算

2010年度予算 2009年度予算 2010年度予算 2009年度予算

2010年度予算 2009年度予算 2010年度予算 2009年度予算

2010年度予算 2009年度予算 2010年度予算 2009年度予算

552,215 564,320
0 7,550

668,473 677,539
218,500 267,000
150,000 191,566
40,000 50,000

2,488,505 2,488,505
2,527,000 1,917,739

△2,490,505 △2,597,480
12,885,638 14,331,979
31,555,641 32,695,056

16,260,030 17,210,785

16,260,030 17,210,785
626,075 641,160
6,565 14,631

2,099,454 1,906,202
230,660 282,840
150,850 209,686
592,065 165,372

19,965,699 20,430,676
△770,976 △2,696,557

10,773,430 10,717,317
6,496,293 6,709,054
1,842,251 2,257,803
19,682 26,068
693,511 66,977
83,500 81,500

19,908,667 19,858,719
△713,944 △2,124,60019,194,723 17,734,119

11,076,328 10,601,746
4,691,282 4,907,180
1,608,375 2,025,292
19,682 26,068
528,246 572,156
2,833,184 1,210,386
533,380 687,771
1,580,000 3,380,180
747,671 1,353,027
83,500 81,500

△540,537 △722,288
14,529,306 14,161,558
37,690,417 38,284,576

626,075 641,160
4,915 12,526

2,099,454 1,906,202
230,660 282,840

資 産 売 却 収 入 4,000 0
150,850 209,686
592,065 244,552
122,806 258,139
2,754,535 2,775,790
4,021,209 2,734,491

△3,337,740 △3,856,979
14,161,558 15,865,384
37,690,417 38,284,576

（単位：千円）2010年度 中京大学資金収支予算書表1

（単位：千円）2010年度 中京大学消費収支予算書表2

（単位：千円）2010年度 梅村学園資金収支予算書表3

（単位：千円）2010年度 梅村学園消費収支予算書表4

収 入 の 部 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

収 入 の 部 支 出 の 部

２
０
１
０

年　
　

度

中
京
大
学
の
予
算

資
金
収
支

予
算
書（
表
１
）

消
費
収
支

予
算
書（
表
２
）

収
入
の
部

支
出
の
部

梅
村
学
園
の
予
算
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実
行
委
員
長
・
柴
茉
里
香
（
総

合
政
策
4
）▽
会
計
・
家
田
訓

子
（
経
営
3
）、
辻
本
典
明
（
法

律
1
）▽
渉
外
・
古
橋
拓
也
（
経

済
4
）、
岩
澤
優
作
（
国
際
英

語
1
）、
小
林
達
矢
（
経
営
1
）、

　

一
〇
年
度
大
学
祭
実
行
委
員
会
（
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
第
五
十
七
回
、豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
＝
第
十
七
回
）が
発
足
し
た
。
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
協
力
者
の
募
集
、
業
者
と
の
交
渉
な
ど
、

大
学
祭
の
成
功
に
向
け
て
、
準
備
を
開
始

し
た
。

鬼
頭
孝
昌
（
経
済
1
）▽
渉
内
・

安
井
信
博
（
経
済
4
）▽
企
画
・

舟
橋
智
美
（
経
営
3
）、
西
村

渉
（
総
合
政
策
2
）、
青
木
恵

介
（
経
済
1
）、
泉
谷
佑
貴
、
酒

井
隆
裕
（
法
律
1
）、
財
津
純

輝
（
国
際
英
語
1
）、
中
本
和
馬
、

中
村
光
佑
、
平
野
拓
也
（
心
理

1
）、
水
谷
友
美
（
日
本
文
学
1
）

▽
広
報
・
長
谷
川
尚
希
（
国
際

教
養
2
）、
冨
田
愛
理
（
国
際

教
養
1
）、
目
黒
秀
門
（
心
理

1
）▽
運
営
・
藤
田
紘
平
（
法

律
2
）、
河
村
彩
乃
（
法
律
1
）、

ク
ォ
ン　

イ
ジ
ェ
（
国
際
教
養

1
）　　
　
　
　

      〈
敬
称
略
〉

　

中
京
大
学
と
よ
た
祭
は
今
年
、

十
七
回
目
を
迎
え
る
。
今
回
は

過
去
の
ど
の
と
よ
た
祭
に
も
負

け
な
い
く
ら
い
盛
大
で
、
思
い

出
に
残
る
も
の
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
の
『
掌
』
に
は
、

「
楽
し
い
大
学
祭
を
創
る
の

は
皆
の
掌
か
ら
」
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
い
る
。
掌
を

通
じ
て
熱
い
想
い
を
伝
え
、

誰
も
が
大
学
祭
を
楽
し
み
、

盛
り
上
が
れ
る
よ
う
、
実
行

委
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
。

　

地
域
の
方
や
学
生
、
教
職
員

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
中
京

大
学
祭
は
今
年
、
五
十
七
回
目

を
迎
え
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は『
縁
』。十

月
二
十
九
日
の
前
夜
祭
か
ら
三

十
一
日
の
後
夜
祭
ま
で
、
新
し

い
企
画
を
加
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
大
学
祭
を
盛
り
上

げ
て
い
く
。
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
大
学
祭
成
功
に
か
け
る

想
い
は
強
い
。

　

委
員
一
同
、
精
一
杯
日
々
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

実
行
委
員
長
・
中
根
光
規
（
機

械
情
報
3
）▽
監
査
・
神
田
歩

（
現
代
社
会
4
）▽
運
営
局
長
・

渡
邉
善
貴
（
現
代
社
会
3
）▽

渉
外
・
豊
田
誠
二
（
情
報
知
能

2
）、
堀
場
綾
子
（
現
代
社
会

2
）▽
会
計
・
芝
本
礼
弥
（
情

報
シ
2
）▽
総
務
・
伊
藤
健
介

（
現
代
社
会
2
）▽
ブ
ー
ス
・
加

藤
大
輝
（
現
代
社
会
2
）、
都

築
巧
（
情
報
シ
2
）▽
情
宣
局

長
・
廣
野
誉
粋
（
情
報
メ
3
）

▽
情
宣
局
統
括
・
澤
木
亮
佑
（
情

報
メ
3
）、
横
山
貴
弘
（
情
報

シ
3
）、
吉
村
徹
（
現
代
社
会

3
）▽
編
集
・
辻
美
咲
、
築
山

貴
紀
（
現
代
社
会
2
）▽
Ｈ
Ｐ
・

阿
原
正
弥
（
情
報
シ
2
）▽
広

報
・
大
村
早
香
、
坪
谷
美
咲
（
現

代
社
会
2
）▽
美
術
・
小
池
藍

（
情
報
メ
2
）、和
佐
田
貴
大
（
現

代
社
会
2
）▽
企
画
局
長
・
林

洋
佑
（
現
代
社
会
3
）▽
企

画
局
統
括
・
野
内
大
輔
（
健

康
4
）、
久
保
実
里
（
現
代

社
会
3
）、
秦
真
一
（
情
報
知

能
3
）▽
イ
ベ
ン
ト
・
水
谷
直

人
（
現
代
社
会
2
）▽
企
画
・

林
幸
治
（
現
代
社
会
2
）▽

記
念
品
・
山
田
健
斗
（
現
代

社
会
2
）▽
ス
テ
ー
ジ
・
久
富

真
理
恵
（
現
代
社
会
2
）、
山

本
明
弘
（
情
報
知
能
2
）　

　
　
　
　
　
　

    〈
敬
称
略
〉

　

文
化
会
は
四
月
二
十
四
日
、

第
十
四
回
豊
田
系
ク
ラ
ブ
発
表

会
を
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１

教
室
で
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｉ
Ｓ 

Ｉ

Ｔ
」
の
下
、
日
頃

の
研
究
成
果
や
活

動
内
容
を
四
時
間

に
わ
た
り
発
表
し

た
。

　

多
く
の
来
場
者

が
あ
り
、 

日
頃
は
発
表

の
機
会
が
少
な
い
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
学

術
・
芸
術
系
九
ク
ラ
ブ

の
部
員
た
ち
の
発
表
に
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
り
、
ま
た

楽
し
ん
だ
。

　

今
年
一
月
に
文
化
会
豊
田
委

員
会
が
発
足
し
て
以
来
、
時
に

は
悩
み
、
苦
し
む
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
も
満
足
の
い
く
素
晴
ら

し
い
発
表
会
に
な
っ
た
。

　

こ
の
団
結
力
と
行
動
力
を
今

後
の
豊
田
系
ク
ラ
ブ
の
発
展
、

さ
ら
に
は
文
化
会
の
活
発
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（
豊
田
委
員
長
・
現
代
社
会
４

大
崎　

友
貴
）

　

体
育
会
は
一
〇
年
度
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
五
月
二

十
二
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
っ
た
。
体
育
会
ク
ラ
ブ
へ
の

入
部
歓
迎
と
、
体
育
会
会
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
。

　

初
め
に
、
中
京
大
学
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
上
映
。

続
い
て
体
育
会
長
の
竹
内
外
夫

先
生
が
「
五
十
四
年
の
歴
史
が

あ
る
体
育
会
の
一
員
と
し
て
、

責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
練
習
に

励
ん
で
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
講
演
も
行
い
、
ソ
ウ

ル
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
岩
月
冨
士
雄

氏
を
お
招
き
し
、

障
害
者
に
な
る

前
と
後
の
運
動

能
力
の
変
化
や
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

体
育
会
の
組
織
説
明

や
幹
事
会
の
役
員
紹
介

を
行
い
、
最
後
に
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
を
見
学
し

て
終
了
し
た
。

（
広
報
担
当
･
法
律
２

　

藤
村　

卓
弥
）

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｓ　

Ｉ
Ｔ
」の

テ
ー
マ
で
発
表
し

た
９
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
ら

体
育
会
の
組
織
説

明
を
す
る
幹
事
会

第
17
回
中
京
大
学
と
よ
た
祭

　
　
　

実
行
委
員
会

第
57
回
中
京
大
学
祭

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

「
盛
大
で
皆
楽
し
く
」

実
行
委
員
長

（
機
械
情
報
３
）

中
根 

光
規

「
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
」

実
行
委
員
長

（
総
合
政
策
４
）

柴  

茉
里
香

大 学
実行委員、テーマ決まる

文
化
会
豊
田
系

ク
ラ
ブ
発
表
会

豊田キャンパス
テーマ

前夜祭

『掌』～届けよう！！  熱い想いを　掌に込めて～

10月28日㈭
本　祭 10月29日㈮～31日㈰

名古屋キャンパス
テーマ

前夜祭

『縁』
10月29日㈮

本　祭 10月30日㈯・31日㈰

祭

「
体
育
会
会
員
と
し
て
自
覚
を
」

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

研
究
成
果
や
活
動
内
容

ム
ー
ビ
ー
と
実
演
で
披
露
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ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
三
月
十
四
日
、
高
校
生
選

手
ら
を
対
象
に
「
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
＆
ト
レ
ー
ナ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
梅
村
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ

ィ
ー
ル
ド
で
開
催
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
所
属
す
る
東
海

　

文
化
会
は
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
文
化
会
講
演
会
」
と
「
中
京

大
学
金
山
ま
つ
り
」
を
八
月
七
日
㈯
、
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館

（
名
古
屋
市
中
区
）
で
開
催
す
る
。

　

例
年
別
々
に
実
施
し
て
い
た
両
イ
ベ
ン
ト
を
、
今
回
は
、
よ
り

盛
大
に
な
る
よ
う
に
合
同
で
行
う
。
文
化
会
執
行
部
や
所
属
ク
ラ

ブ
は
本
番
に
向
け
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
生
１
部
リ
ー
グ
の
中
で
唯
一
、

関
西
学
生
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た

経
験
を
持
つ
同
リ
ー
グ
の
強
豪
。

東
海
地
区
の
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
と
活
性
化
、

選
手
の
底
辺
拡

大
を
目
的
に
初

め
て
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
行
っ
た
。

　

東
邦
、
南
山
、

浜
松
開
誠
館
、

滋
賀
学
園
、
滋

賀
県
立
長
浜
の

五
高
校
の
選
手

八
十
人
と
東
海

学
連
の
学
生
ト

レ
ー
ナ
ー
ら
総

勢
百
五
十
人
余

が
参
加
。
同
ク

ラ
ブ
の
市
川
敏
伸
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
（
第
一
・
二
回
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
日
本
代
表
、
ス
ポ
ー
ツ
支

援
室
職
員
）
の
企
画

と
呼
び
か
け
に
賛
同

し
て
指
導
を
買
っ
て

出
た
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
大
橋
誠
・
守
備

コ
ー
チ
（
オ
ー
ビ
ッ

ク
シ
ー
ガ
ル
ズ
）
や

藤
田
智
・
攻
撃
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
富
士
通
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
）
、
現
役
の
白

木
周
作
、
渡
辺
翔
、
畠
山
大
輝

の
各
選
手
、
元
日
本
代
表
の
水

戸
部
光
博
氏
ら
の
話
に
聞
き
入

り
、
実
地
指
導
を
受
け
た
。

　

市
川
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
「
高

校
生
選
手
に
大
変
好
評
だ
っ
た
。

東
海
地
区
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
こ
れ

か
ら
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

文
化
会
講
演
会
は
学
生
や
市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
今
年
で
三
十
八

回
を
数
え
る
。　
　
　

　

今
回
は
講
師
に
大
山
の
ぶ
代

さ
ん
を
招
き
、
「
大
山
の
ぶ
代

の
お
も
し
ろ
人
生
ア
レ
コ
レ
」

の
テ
ー
マ
で
、
長
い
女
優
・
声

優
生
活
を
振
り
返
り
、
経
験
し

て
き
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
中
心
に
自
身
の

半
生
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。

　

大
山
さ
ん
は
、
ア
ニ
メ
「
ド

ラ
え
も
ん
」な
ど
、ド
ラ
マ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
女
優
・
声
優
と
し

て
活
躍
し
、
〇
四
年
度
放
送
ウ

ー
マ
ン
賞
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　

名
古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
相
談
室
の
施
設

が
と
も
に
新
装
、
拡
充
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
新
し
い
体
制

で
学
生
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
相
談
室（
四
号
館
一
階
）は
、

移
転
し
た
隣
接
の
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
教
室
跡
も
併
用
し
、

こ
れ
ま
で
の
三
倍
ほ
ど
の
ス

ペ
ー
ス
に
。
三
室
あ
る
明
る

い
面
談
室
は
二
重
サ
ッ
シ
な

ど
を
入
れ
て
防
音
に
も
配
慮

し
て
い
る
。
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
相
談
室（
一
号
館

一
階
）
も
三
倍
ほ
ど
の
広
さ

に
整
備
さ
れ
た
。

　

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
に
学

生
が
相
談
に
訪
れ
や
す
い
よ
う

に
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
常
時
、

相
談
員
の
職
員
を
配
置
し
、
入

り
口
と
出
口
を
別
に
し
て
学
生

同
士
が
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
気
を
遣
っ

て
い
る
。

　

相
談
に
は
職
員（
相
談
員
）の

ほ
か
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
臨
床
心
理
士
）が
あ
た
っ
て
い

る
。
相
談
日
は
月
―
金
曜
日
の

週
五
日
、
時
間
は
午
前
九
時
―

午
後
五
時
。
職
員
は
毎
日
、
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
常
時
一
人

（
名
古
屋
は
火
曜
日
、豊
田
は
月

曜
日
各
二
人
体
制
）が
待
機
し
、

「
学
業
の
悩
み
、
精
神
的
な
悩

み
な
ど
を
抱
え
て
い
た
ら
気
軽

に
相
談
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

相
談
室
の
電
話
は
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
０
５
２
―
８
３

　

米
国
ド
ル
が
リ
ー
マ
ン
破

綻
で
信
用
を
失
墜
し
、
ユ
ー

ロ
が
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機

発
現
か
ら
急
速
に
弱
体
化
。

結
果
的
に
円
が
強
く
な
っ
た

が
、
日
本
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
倍

を
超
え
る
国
家
債
務
の
累
積

に
喘
ぐ
。金
融
立
国
路
線（
米

英
）・
広
域
通
貨
圏（
Ｅ
Ｕ
）・

土
建
立
国（
日
）等
の
成
長
戦

略
が
破
綻
し
、
一
斉
に「
金

融
危
機
と
財
政
危
機
の
悪
循

環
」に
陥
っ
た
。そ
の
原
因
を

解
明
し
、
環
境
調
和
的
な
定

常
経
済
の
必
然
性
を
説
く
。

　

編
著
者
は
名
誉
教
授
・
前

中
京
大
学
経
済
学
部
付
属
経

済
研
究
所
長
。
同
研
究
所
刊
。

　

本
書
は
元
々
、「
保
健
科
教

育
法
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
内
容
を
大
幅
に
精
選

し
た
上
で
必
要
な
内
容
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
後
半
部

分
で
新
た
に
保
健
教
育
の
各

論
に
関
わ
る
内
容
を
扱
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
十
人
の
先
生
た
ち
が
分
担

執
筆
し
て
お
り
、
旧
版
よ
り

も
質
が
格
段
に
向
上
し
て
い

る
。

　

編
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。

杏
林
書
院
刊
。
本
体
二
、
一

〇
〇
円
。

　

中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
は
、

名
古
屋
市
中
区
金
山
の
商
店
街

と
町
内
会
が
実
施
す
る
地
域
の

夏
祭
り
の
一
環
と
し
て
、
文
化

会
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。

芸
文
系
、
学
術
系
、
豊
田
系
の

十
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
披
露
す
る
。

▼
企
画
の
部
「
演
奏
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
豊
明
桶
狭
間
太
鼓

▼
舞
台
発
表
の
部　

混
声
合
唱

団
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

和
学
部
、
吹
奏
楽
団
、
軽
音
楽

部
が
演
奏
を
行
う
。

▼
制
作
展
示
の
部　

美
術
部
、

漫
画
研
究
会
、美
術
ク
ラ
ブ
、演

劇
部
○
B
E
G
I
N
☆
T
H
E

☆
K
I
D
、
出
版
部

◆

　

い
ず
れ
も
一
般
参
加
可
。
入

場
無
料
、
申
込
不
要
。
詳
細
は

文
化
会
執
行
部
室
（
☎
０
５
２

―
８
３
５
―
７
１
６
９
）
ま
で
。

芝

５
―
７
８
６
１
、
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
０
５
６
５
―
４
５
―
１
２

３
０
。

クリニックに参加した高校生ら（梅村フットボールフィールド）

プライバシーを重視した受付
カウンター㊤　面談室㊦

大山さん

アメリカンフット
ボールクリニック

日本代表チームの
コーチ、選手ら招き

高
校
生
ら
１
５
０
人
を
指
導

名
古
屋
・
豊
田
の
学
生
相
談
室

と
も
に
新
装
、
充
実

「
文
化
会
講
演
会
」「
中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
」

文
化
会
講
演
会

８
月
７
日
、初
の
合
同
開
催
中

京

大

学

文
化
市
民
会
館

女
優
・
声
優
の

大
山
の
ぶ
代
さ　
　

ん

中
京
大
学

金
山
ま
つ
り

10
ク
ラ
ブ
が
活

動
の
成
果
披
露

著
書
紹
介

Works Published
中
京
大
学
経
済
学
部
附
属
経

済
研
究
所
研
究
叢
書
第
16
輯

成
長
停
滞
か
ら
定
常

経
済
へ
―
持
続
可
能
性
を

失
っ
た
成
長
主
義
を
超
え
て

河
宮　

信
郎
編
著

保
健
科
教
育

　
　
　

改
訂
第
３
版 

家
田　

重
晴
編
著
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受
験
生
・
高
校
生
に
中
京
大

学
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
全
十
一

学
部
を
対
象
に
七
月
十
七
、
十

八
日
に
開
催
す
る
。
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
現
代
社
会
学
部
、

情
報
理
工
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
を
対
象
に
九
月
十
九
日
に

開
く
。

　

四
年
間
で
何
を
ど
う
学
ぶ
か

を
解
説
す
る
学
部
説
明
会
、
教

員
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
の

模
擬
講
義
、
受
験
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
入

試
説
明
会
は
、

毎
年
受
験
生
ら

の
人
気
を
集
め

て
い
る
。
教
職

員
や
現
役
学
生

が
質
問
に
答
え

る
相
談
コ
ー
ナ

ー
や
保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
も
予
定
し
て
い
る
。

　

広
大
な
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い

研
究
施
設
や
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
専
用
リ
ン
ク
「
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
」
な
ど
の
施
設
見
学

ツ
ア
ー
を
計
画
、
体
育
会
ク
ラ

ブ
活
動
の
見
学
も
で
き
る
。
開

催
時
間
は
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。

　

受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「N
et C

am
p
us

」
、
携

帯
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る

「M
obile Cam

pus

」
は
、

入
試
関
係
や
学
部
学
科
の
最
新

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
在
学

生
の
就
職
内
定
状
況
や
国
家
資

格
の
合
格
情
報
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
在
学
生

が
語
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
な

ど
も
紹
介
し
て
お
り
、
中
京
大

学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
高
校

生
た
ち
を
手
助
け
す
る
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
。

　

入
試
の
関
係
で
は
、
二
〇
一

一
年
度
入
試
の
受
験
情
報
や
過

去
の
入
試
結
果

な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
。
入
学

願
書
や
大
学
案

内
、
昨
年
度
の

問
題
集
な
ど
の

各
種
資
料
の
請

求
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

か
ら
で
き
る
。◆

　

一
方
、
他
大
学
と
合
同
で
行

う
業
者
企
画
の
進
学
相
談
会
は
、

四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
各

地
で
十
二
月
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　

中
京
大
学
の
二
〇
一
一
年
度
入
学
試
験
の
日
程
が
決
ま
っ
た
。
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
）
入
試
が
十
月
に
始
ま
り
、
続
い
て
推
薦
入
試
が
十
一
月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

メ
ー
ン
の
一
般
入
試
は
、
前
期
が
二
月
上
旬
、
後
期
は
三
月
に
実
施
す
る
。

　

本
学
は
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
来
年
四
月
に
開
設
す
る
な
ど
、
全
十
一
学
部
の
総
合

大
学
と
し
て
一
層
充
実
し
た
教
育
・
研
究
環
境
を
整
え
て
い
る
。
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国

各
地
で
始
ま
っ
て
い
る
進
学
相
談
会
で
、
こ
う
し
た
本
学
の
概
況
や
入
試
情
報
な
ど
を
積
極
的

に
紹
介
し
て
い
る
。
受
験
生
や
高
校
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
す
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「N

et
Cam
pus

」と
携
帯
端
末
用
の

「M
obile Cam

pus

」
で
も
、
情
報
提
供
し
て
い
く
。

地区
北海道 8 27 金 札幌 札幌パークホテル

関　東 7 20 火 東京 日本武道館
7 11 日 東京 体育進学センター代々木校 ◎

9 23 木 東京 体育進学センター代々木校 ◎
8 5 木 横浜 アートフォーラムあざみ野 ◎

北　陸

静岡県

7 13 火 富山 富山市総合体育館
9 15 水 金沢 金沢駅もてなしドーム
9 16 木 福井 フェニックス・プラザ
9 17 金 富山 オークスカナルパークホテル富山

9 11 土 浜松 アクトシティ浜松
11 6 土 浜松 アクトシティ浜松
11 7 日 静岡 ツインメッセ静岡

岐阜県

愛知県

関西

8 28 土 岐阜 じゅうろくプラザ

7 10 土 名古屋 名古屋国際会議場
7 17 土 名古屋 オープンキャンパス in NAGOYA
7 18 日 名古屋 オープンキャンパス in NAGOYA
7 24 土 名古屋 愛知県産業労働センター（ウインクあいち） ◎
7 27 火 名古屋 ナゴヤドーム
8 7 土 名古屋 名古屋国際会議場
9 5 日 豊橋 名豊ビル（豊橋グランドホテル）
9 19 日 豊田 オープンキャンパス in TOYOTA
9 25 土 名古屋 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）
9 26 日 名古屋 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）
12 18 土 名古屋 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）
7 24 土 大阪 大阪国際会議場
7 25 日 大阪 体育進学センター大阪校 ◎
12 11 土 大阪 体育進学センター大阪校 ◎

三重県

中国
九州

沖縄県

9 4 土 四日市 じばさん三重

7 11 日 広島 広島サンプラザ
9 27 月 福岡 ソラリア西鉄ホテル
7 8 木 那覇 パシフィックホテル沖縄
7 9 金 那覇 パシフィックホテル沖縄

注：◎はスポーツ科学部受験希望者が対象

開催日 開催地 会　場

受験生向けの
情報がいっぱ
いのホームペ
ージ

昨年のオープンキャンパスには、高校生や保護
者らが多数訪れた（名古屋キャンパスで）

2011
年  度

明日の社会を担う
　多様な個性が集結する
　　　　　11学部17学科

全国各地で進学相談会

入 試 案 内

中
京
大
学
を
知
ろ
う

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

H
P
に
ア
ク
セ
ス
を

学
部
の
教
育
内
容
を
説
明

模
擬
講
義
、施
設
見
学入

試
情
報
な
ど
を
掲
載

携
帯
か
ら
資
料
請
求
O
K

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月
17
日
土
・
18
日
日

　
　

全
11
学
部
が
対
象

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
月
19
日
日

　
　

現
代
社
会
・
情
報
理
工・

　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
対
象
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二
〇
一
一
年
度
の
学
部
入
試
日
程
は
、

試
験
区
分
に
よ
っ
て
多
様
な
受
験
機
会
を

設
け
て
い
る
。
メ
ー
ン
と
な
る
一
般
入
試

前
期
日
程
で
は
、
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
教
科
や
解
答
方
式
、
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
の
有
無
で
異
な
っ
た
方
式
が
あ
る
。

　

◆
Ａ
方
式
・
Ｄ
方
式

　

一
番
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
入
試
の
Ａ
方
式

は
、
試
験
科
目
が
三
教
科
の
三
教
科
型
と

な
っ
て
い
る
。
成
績
上
位
者
に
は
奨
学
金

を
給
付
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
対
象

の
Ｄ
方
式
は
、
実
技
試
験
不
要
の
二
教
科

型
。
Ａ
方
式
、
Ｄ
方
式
と
も
に
、
最
多
で

四
回
受
験
で
き
る
。

　

◆
Ｍ
２
方
式
・
Ｍ
３
方
式

　

全
問
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
出
題
さ
れ

る
。
Ｍ
３
方
式
は
三
教
科
型
。
二
教
科
型

の
Ｍ
２
方
式
は
、
得
点
の
高
い
科
目
の
配

点
が
二
倍
に
換
算
さ
れ
る
。
Ｍ
２
、
Ｍ
３

と
も
複
数
学
科
を
併
願
で
き
、
Ｍ
２
、
Ｍ

３
間
の
併
願
も
可
能
。　

◆
得
意
科
目

重
視
型
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ス
（
Ｃ

Ｐ
）方
式

　

セ
ン
タ
ー
試

験
の
二
教
科（
必

須
一
教
科
と
高

得
点
一
教
科
、

配
点
は
各
百

点
）
に
、
本
学

独
自
の
一
教
科

（
二
百
点
）
を

加
え
る
。
国
語

重
視
型
、
英
語

重
視
型
、
数
学
重
視
型
の
三
パ
タ
ー
ン
か

ら
選
択
で
き
、
得
意
教
科
を
生
か
せ
る
。

同
じ
教
科
型
で
の
併
願
が
で
き
る
。

　

◆
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
前
に
出
願
を
締

め
切
る
三
教
科
型
、
セ
ン
タ
ー
試
験
受
験

後
に
出
願
で
き
る
四
教
科
型
と
五
教
科
型

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
複
数
学
科
を
併
願
で

き
、
出
願
書
類
と
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果

で
合
否
判
定
す
る
。

　

◆
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

　

推
薦
入
試
は
、
公
募
制
の
一
般
推
薦
、

一
芸
一
能
の
特
Ⅰ
、指
定
校
推
薦
の
特

Ⅱ
、
専
門
学
校
特
別
推
薦
の
特
Ⅲ
の
四
種

類
。
Ａ
Ｏ
入
試
は
学
部
に
よ
り
出
願
資
格

が
違
っ
て
い
る
。

　

※
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
入
試
方
式

の
詳
細
を
ま
と
め
た
資
料
を
本
学
に
請
求

す
る
よ
う
受
験
生
ら
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
試
験
会
場
は
、
全
国
十
七

都
市
に
設
け
る
。
対
象
は
、一
般
推
薦

（
試
験
日
十
一
月
二
十
三
日
）と
一
般
入

試
前
期
日
程（
二
月
一
日
、
五
〜
九
日
）、

後
期
日
程（
三
月
七
日
）。会
場
は
札
幌
、東

京
、
富
山
、金
沢
、福
井
、松
本
、静
岡
、
浜

松
、豊
橋
、岐
阜
、四
日
市
、
大
阪
、岡
山
、

広
島
、松
山
、福
岡
、
那
覇
の
各
都
市
。
こ

の
う
ち
、
札
幌
、福
井
、岡
山
、松
山
、那
覇

は
、一
部
の
入
試
区
分
だ
け
に
な
る
。

お問い合わせ先 中京大学入試センター （直）TEL.052-835-7170.7173

2011年度  中京大学 学部入試日程

入試に関する詳細は、
入試要項を参照してください。

一　般

特Ⅰ

特Ⅱ

特Ⅲ

前期日程

後期日程

後期日程

前期日程
4・5教科型

前期日程
3教科型

推薦入試

一般入試

センター試験
利用入試

9月7日（火）～9月15日（水）

10月22日（金）～11月11日（木）

10月22日（金）～11月1日（月）

1月7日（金）～1月24日（月）

1月7日（金）～1月14日（金）

2月18日（金）～2月26日（土）

1月7日（金）～1月14日（金）

1月7日（金）～2月1日（火）

2月18日（金）～3月9日（水）

一次 書類審査
二次 10月16日（土）
一次 書類審査
二次 11月13日（土）

一次 10月1日（金）
二次 10月22日（金）

一次 11月6日（土）
二次 12月2日（木）

試験区分

ＡＯ入試

実施学部

国際英語（英米文化）

国際教養

一次 書類審査
二次 10月9日（土）

国際英語（国際英語）・
総合政策・情報理工

全学部（学力型）
（スポーツ教育・

競技スポーツ科学科以外）

スポーツ科（実技型）
（スポーツ教育・競技スポーツ科学科）

文・現代社会・法・情報理工
総合政策・経済・経営

全学部
（競技スポーツ科学科以外）

経済・経営
情報理工

全学部
※スポーツ科学部は

D方式・センタープラス方式を実施

全学部（M2・3方式）
※スポーツ科学部はM2方式のみ実施

全学部

全学部

出願期間
郵送（消印有効）

試験日

9月16日（木）

10月22日（金）～11月1日（月） 11月2日（火）

10月22日（金）～11月4日（木）スポーツ科 11月5日（金）

11月12日（金）
11月23日（祝）

11月23日（祝）
11月13日（土）

11月13日（土）

11月23日（祝）

11月23日（祝）
2月5日（土）
A・D方式

2月6日（日）
A・D方式

2月7日（月）
A・D方式

2月8日（火）
A・D方式

2月1日（火）

3月7日（月）

個別試験は
課さない

実施せず

11月2日（火）

1月25日（火）

2月28日（月）

1月17日（月）

1月17日（月）

2月2日（水）

3月10日（木）

2月9日（水）
CP方式

1月7日（金）～
1月25日（火）

1月7日（金）～
1月17日（月）

2月18日（金）～
2月28日（月）

1月7日（金）～
1月17日（月）

1月7日（金）～
2月2日（水）

2月18日（金）～
3月10日（木）

12月5日（日）

12月2日（木）

12月4日（土） 12月8日（水）

12月8日（水）

12月2日（木）

3月17日（木）

3月17日（木）

2月10日（木）

窓口受付日 ネット出願
合格発表日

2月18日（金）

2月18日（金）

地
方
会
場
は

全
国
17
都
市

多
様
な
受
験
機
会
を
設
定

入試情報は入試情報入試情報は入試情報は入試情報は
「Net Campus」で。「 et Ca pus」で。「Net Campus」で。「Net Campus」で「N t C 」で
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１
．
学
生
生
徒
等
納
付
金

　

一
四
九
億
二
百
万
円
で
前
年

　

先
般
、
中
京
大
学
の
二
〇
〇
九
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

各
計
算
書
に
つ
い
て
は
図
表
１
及
び
図
表
２
の
と
お
り
で
す
が
、

消
費
収
支
計
算
書
の
決
算
数
字
を
中
心
と
し
て
そ
の
概
要
を
説

明
し
ま
す
。

度
と
ほ
ぼ
同
じ
金
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
帰
属
収
入
に
対

す
る
構
成
比
率
は
八
八
・
八
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

構
成
割
合
は
収
入
の
各
科
目

間
の
相
対
的
な
も
の
で
も
あ
り
、

他
の
収
入
科
目
の
増
減
に
よ
っ

て
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

構
成
比
率
は
高
い
水
準
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
二
〇
〇
九
年
五
月
一

日
現
在
の
学
生
総
数
は
一
三
、

六
六
八
人
で
し
た
。

　

２
．
手
数
料

　

こ
の
う
ち
九
八
・
〇
％
が
入

学
検
定
料
で
す
。
検
定
料
収
入

は
五
億
九
千
万
円
、
前
年
度
に

比
べ
て
二
千
九
百
万
円
、
四
・

八
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
志
願
者
数
の

動
向
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
帰
属
収
入
に
対
す

る
構
成
比
率
は
三
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
．
寄
付
金

　

六
千
八
百
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
二
億
四
千
九

百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
帰
属
収
入
に
対
す

る
構
成
比
率
は
〇
・
四
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
寄
付

金
が
九
百
万
円
、
現
物
寄
付
金

が
五
千
九
百
万
円
で
し
た
。

　

４
．
補
助
金

　

六
億
八
千
六
百
万
円
、
帰
属

収
入
に
占
め
る
割
合
は
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
経
常
費
補
助
金
は
六
億
七
千

九
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

一
億
円
、
一
七
・
五
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
常
費
補
助
金
は
「
私

立
学
校
振
興
助
成
法
」
で
経
常

的
経
費
の
二
分
の
一
以
内
を
助

成
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
は
そ
の
割
合
が
五
・
九

％
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
度
以

降
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

５
．
資
産
運
用
収
入

　

二
億
七
千
五
百
万
円
で
、
対

前
年
度
四
千
五
百
万
円
、
一

四
・
一
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
帰
属
収
入
に
対
す
る
割
合

は
一
・
六
％
で
す
。
う
ち
、
受

取
利
息
収
入
は
七
五
・
五
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

６
．
事
業
収
入

　

受
託
事
業
お
よ
び
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
等
受
講
料
の
収
入
で

す
。
こ
の
収
入
は
二
億
七
百
万

円
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
千
二

百
万
円
、
五
・
四
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

７
．
帰
属
収
入

　

収
入
の
合
計
は
一
六
七
億
八

千
五
百
万
円
で
あ
り
、
対
前
年

度
比
二
億
四
千
百
万
円
、
一
・

四
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
．
人
件
費

　

七
五
億
七
千
九
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
二
・
一
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収
入
に

対
す
る
人
件
費
比
率
は
四
五
・

二
％
、
消
費
支
出
に
対
し
て
は

五
一
・
二
％
の
比
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
五
月
一

日
現
在
の
専
任
教
員
は
三
二
一

人
、
専
任
職
員
は
一
六
九
人
で

し
た
。

　

９
．
教
育
研
究
経
費

　

五
二
億
九
千
七
百
万
円
、
対

前
年
度
比
〇
・
三
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
支

出
に
お
け
る
構
成
比
率
は
三

五
・
八
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
五

年
度
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、

そ
の
指
数
は
一
〇
五
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
減
価
償
却
費
は
一

四
億
一
千
五
百
万
円
、
教
育
研

究
経
費
に
占
め
る
割
合
は
二

六
・
七
％
で
し
た
。

　

10
．
管
理
経
費

　

一
八
億
五
千
六
百
万
円
、
対

前
年
度
比
一
九
・
八
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
消
費
支

出
に
お
け
る
構
成
比
率
は
一

二
・
五
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
五

年
度
を
一
〇
〇
と
す
る
と
二
〇

〇
九
年
度
は
一
四
三
と
な
り
ま

す
。

　

11
．
借
入
金
等
利
息

　

六
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

て
四
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

12
．
消
費
収
入
・
消
費
支
出

　

帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入

額
二
〇
億
八
千
八
百
万
円
を
控

除
し
た
消
費
収
入
は
一
四
六
億

九
千
七
百
万
円
、
対
前
年
度
比

六
・
九
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
消
費
支
出
は
一
四

七
億
九
千
百
万
円
、
対
前
年
度

比
〇
・
七
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
消
費
収
入
か
ら
消
費
支

出
を
差
し
引
い
た
消
費
収
支
差

額
は
、
基
本
金
組
入
額
が
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、
九
千
四
百

万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し

た
。

　

各
科
目
に
つ
い
て
は
消
費
収

支
計
算
書
の
中
で
概
要
を
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

資
金
収
支
計
算
書
の
特
有
な
科

目
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

１
．
前
受
金
収
入

　

二
〇
一
〇
年
度
入
学
生
の
学

生
生
徒
等
納
付
金
は
、
春
学
期

分
が
二
〇
一
〇
年
三
月
末
日
ま

で
に
納
入
さ
れ
る
た
め
、
二
〇

〇
九
年
度
の
収
入
と
し
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
三
千
百
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

２
．
資
金
収
入
調
整
勘
定

　

期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前

受
金
は
、
現
金
収
受
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、

二
〇
〇
九
年
度
に
は
資
金
の
流

れ
が
伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

３
．
施
設
関
係
支
出

　

建
物
・
構
築
物
に
対
す
る
支

出
で
、
二
〇
〇
九
年
度
は
名
古

屋
学
舎
四
号
館
改
造
工
事
、
豊

田
学
舎
五
号
館
改
造
工
事
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

４
．
設
備
関
係
支
出

　

機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得

の
た
め
の
支
出
で
す
。
教
育
研

究
用
機
器
備
品
取
得
の
う
ち
主

な
も
の
は
、
情
報
関
係
機
器
、

体
育
関
係
機
器
備
品
、
教
室
Ａ

Ｖ
関
係
機
器
等
で
す
。
ま
た
、

図
書
の
二
〇
〇
九
年
度
末
現
在

の
蔵
書
数
は
約
一
三
一
万
八
千

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
．
資
金
支
出
調
整
勘
定

　

期
末
未
払
金
と
前
期
末
前

払
金
は
現
金
支
払
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、

二
〇
〇
九
年
度
に
資
金
の
流

れ
を
伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ

れ
ま
す
。

16
面
に
決
算
の
用
語
説
明
と

関
連
図
表
を
掲
載

科　　目

科　　目

科　　目

科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

14,796,338 14,902,006

14,796,338 14,902,006
564,320 601,952
7,550 67,842
677,539 685,543
267,000 274,885
191,566 206,697
50,000 45,877

16,554,313 16,784,802
△2,162,687 △2,088,109

7,573,715 7,578,693
5,694,588 5,297,246
1,901,929 1,855,979
5,858 5,858
55,316 53,345
50,000

15,281,406 14,791,121
△889,780 △94,42814,391,626 14,696,693

7,493,165 7,498,603
4,279,482 3,877,970
1,688,425 1,642,475
5,858 5,858
330,000 330,000
693,750 674,155
566,413 555,163
3,380,180 3,384,976
1,743,605 1,683,989
50,000

△421,460 △539,696
12,885,638 13,883,790
32,695,056 32,997,283

予算額 決算額 予算額 決算額

予算額 決算額 予算額 決算額

564,320 601,952
7,550 9,100
677,539 685,543
267,000 274,885
191,566 206,697
50,000 45,877

2,488,505 2,626,026
1,917,739 1,930,075
△2,597,480 △2,616,857
14,331,979 14,331,979
32,695,056 32,997,283

（単位：千円）2009年度 中京大学資金収支計算書図表2

（単位：千円）2009年度 中京大学消費収支計算書図表1

構成比率（中京大学）図表3

収 入 の 部 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

学生生徒等納付金
88.8%

補助金
4.1%

その他
0.5%

その他
7.1%

教育研究経費
35.8%

管理経費
12.5%

人件費
51.2%

帰属収入

消費支出

２
０
０
９

年　
　

度

中
京
大
学
の
決
算

消
費
収
支
計
算
書（
図
表
１
）

資
金
収
支
計
算
書（
図
表
２
）
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学
園
の
決
算
も
同
様
に
確
定

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
度
の
消
費
収
支

計
算
書
は
図
表
４
の
と
お
り
で

す
。

　

収
入
の
部
で
は
、
帰
属
収
入

が
二
〇
六
億
七
千
万
円
で
、
予

算
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
う
ち
学
生
生
徒
等
納
付
金

は
一
七
三
億
二
千
万
円
、
収
入

の
八
三
・
八
％
の
構
成
比
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
一

九
億
一
千
七
百
万
円
で
、
収
入

に
占
め
る
割
合
は
九
・
三
％
で

す
。
ま
た
、
寄
付
金
は
七
千
八

百
万
円
で
し
た
。

　

次
に
、
基
本
金
に
組
み
入
れ

た
額
は
、
有
形
固
定
資
産
等
の

増
加
に
伴
う
第
一
号
基
本
金
及

び
第
二
号
基
本
金
で
二
六
億
一

千
五
百
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
帰
属
収
入
か
ら
基
本

金
組
入
額
を
差
し
引
い
た
消
費

収
入
は
一
八
〇
億
五
千
五
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
消
費
支
出
の
部
で
す

が
、
総
額
一
九
二
億
六
千
万
円

で
、
予
算
内
で
の
執
行
と
な
り

ま
し
た
。
消
費
支
出
の
う
ち
、

人
件
費
は
一
〇
七
億
五
百
万
円
、

支
出
で
の
構
成
比
率
は
五
五
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
研
究
経
費
は
六
二
億
八
千

二
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

減
少
し
ま
し
た
。
支
出

に
占
め
る
割
合
は
三

二
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
結
果
は
一
二
億
四

百
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
中
京
大
学
新
図

書
館
建
設
の
た
め
の
資
金
を
先

行
組
入
し
、
第
二
号
基
本
金
が

増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
消
費
収
支
計
算
書
の
収

入
、
支
出
の
構
成
比
率
は
図
表

７
、
図
表
８
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
関
係
比
率
の
推
移
は
図

表
９（
16
面
）の
と
お
り
で
す
。

　

次
に
、
資
金
収
支
計
算
書

（
図
表
５
）の
科
目
で
す
が
、
施

設
整
備
へ
の
支
出
は
一
一
億
九

千
二
百
万
円
、機
器
備
品
・
図
書

な
ど
へ
の
支
出
は
六
億
七
千
四

百
万
円
で
し
た
。
借
入
金
は
新

規
借
入
金
及
び
愛
知
県
授
業
料

軽
減
分
で
あ
り
、
五
億
七
千
二

百
万
円
の
返
済
も
行
い
ま
し
た
。

　

貸
借
対
照
表
の
概
要
は
図
表

６
の
と
お
り
で
す
。
資
産
総
額

は
二
〇
〇
九
年
度
末
で
九
一
九

億
八
千
四
百
万
円
、
前
年
度
に

比
べ
一
・
二
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
負
債
の
総
額
は
九

六
億
八
千
五
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
三
・
六
％
減
少
、
ま

た
、
基
本
金
と
消
費
収
支
差
額

を
合
わ
せ
た
額
は
八
二
二
億
円

九
千
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
一
・
七
％
増
加
し
ま
し
た
。

主
な
貸
借
対
照
表
の
関
係
比
率

は
図
表
10（
16
面
）の
と
お
り
で

す
が
、
い
ず
れ
も
安
定
し
た
財

務
構
造
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
及
び

そ
の
推
移
は
図
表
11（
16
面
）の

と
お
り
で
す
。

　

中
京
大
学
及
び
梅
村
学
園
の

消
費
収
支
計
算
書
及
び
資
金
収

支
計
算
書
の
予
算
額
に
つ
い
て

は
、
予
備
費
振
替
後
の
も
の
で

す
。

（
理
事　

鬼
頭
俊
二
）

16面に決算の用語説明と
関連図表を掲載

消費支出の構成比率図表8

科　　目

固 定 資 産

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

有 形 固 定 資 産

そ の 他 の 固 定 資 産

現 金 預 金
未 収 入 金
仮 払 金
前 払 金

土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
そ の 他 の 機 器 備 品
図 書
車 両
建 設 仮 勘 定

ソ フ ト ウ ェ ア

有 価 証 券
長 期 貸 付 金

退職給与引当特定資産
減価償却引当特定資産
建 設 引 当 特 定 資 産
奨 学 資 金 特 定 資 産
将来計画準備引当特定資産
第 3 号 基 本金引当資産
そ の 他 固 定 資 産

科　　目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入

前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

17,210,785 17,320,000 10,605,102 10,590,247
4,907,180 4,475,686
2,026,263 1,949,563
26,068 25,814
572,156 572,149
1,211,123 1,191,558
687,996 673,977
3,384,980 3,384,976
1,362,123 1,343,463
62,314

△722,287 △835,852
14,161,558 15,174,590
38,284,576 38,546,171

予算額 決算額 予算額 決算額

641,160 677,005
12,526 16,569

1,906,202 1,917,119
282,840 291,386
209,686 223,893
244,552 242,054

借 入 金 等 収 入 258,139 257,776
2,775,790 2,890,671
2,734,491 2,742,974
△3,856,979 △3,898,660
15,865,384 15,865,384
38,284,576

75,819,896
50,227,268
1,348,912
33,880,068
4,046,098
1,910,998
129,883
8,865,026
21,283
25,000

25,592,628
27,966

電 話 加 入 権 5,574
38,100
109,251

長 期 前 払 金 289,584
3,601,440
10,151,425
1,950,000
2,720,000
3,074,400
70,254

3,554,634
16,164,350

固 定 負 債
科　　目

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

科　　目

基 本 金 の 部 合 計

科　　目

科　　目
負債の部、基本金の部及び　
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金

短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金

第 1 号 基 本 金
第 2 号 基 本 金
第 3 号 基 本 金
第 4 号 基 本 金

翌年度繰越消費収入超過額
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

4,913,324
1,506,420
3,406,904
4,771,337
528,238
820,092
2,890,671
532,336
9,684,661

金額

金額科　　目 金額

金額

金額

70,599,175
1,950,000
70,254

1,348,000
73,967,429

8,332,156
8,332,156

91,984,246

15,174,590
833,475
58,932
97,353

91,984,246

38,546,171

（単位：千円）2009年度 梅村学園資金収支計算書図表5

（単位：千円）梅村学園貸借対照表（2010年3月31日）図表6

収 入 の 部

資 産 の 部 負 債 の 部

基 本 金 の 部

消費収支差額の部

支 出 の 部

帰属収入の構成比率図表7

学生生徒等納付金
83.8%

補助金
9.3%

その他
6.9%

教育研究経費
32.6% 人件費

55.6%

その他0.5%

管理経費
11.3%

科　　目 科　　目
学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

17,210,785 17,320,000
641,160 677,005
14,631 77,663

1,906,202 1,917,119
282,840 291,386
209,686 223,893
165,372 162,874

20,430,676 20,669,940
△2,696,557 △2,614,632

10,720,673 10,705,291
6,709,054 6,281,886
2,258,774 2,182,045
26,068 25,813
66,978 64,621
77,172

19,858,719 19,259,656
△2,124,600 △1,204,34817,734,119 18,055,308

予算額 決算額 予算額 決算額

（単位：千円）2009年度 梅村学園消費収支計算書図表4
消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

（注）長期性預金はその他固定資産に含む。

２
０
０
９

年　
　

度

梅
村
学
園
の
決
算
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「
私
の
父
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
会
式
で
走
る
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
感
動
し
、
私
を
〝
聖

子
〞
と
名
づ
け
た
。
私
を
五
輪

選
手
に
す
る
こ
と
は
、
父
の
夢

だ
っ
た
。

　

そ
し
て
私
は
、
小
二
の
時
に

観
た
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に
魅
せ
ら

れ
た
」

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
七
回
出

場
し
た
が
、
何
故
そ
こ
ま
で
精

神
力
が
持
続
す
る
の
か
と
、
よ

く
尋
ね
ら
れ
た
。

　

私
は
北
海
道
の
牧
場
で
生
ま

れ
育
ち
、
子
供
の
頃
か
ら
牛
や

馬
の
世
話
で
一
日
が
始
ま
る
生

活
を
し
て
き
た
。
両
親
は
、
先

祖
の
厳
し
い
開
拓
時
代
の
こ
と

を
折
り
に
ふ
れ
話
し
て
く
れ
た
。

そ
う
い
う
環
境
が
、
私
の
精
神

的
な
土
台
を
し
っ
か
り
築
い
た

よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
闘
病
生
活

の
経
験
か
ら
、
運
動
で
き
る
こ

と
や
苦
し
い
練
習
が
で
き
る
こ

と
に
私
は
感
謝
す
る
こ
と
が
で

き
た
」

「
人
間
形
成
に
お
い
て
一
番
大

切
な
の
は
〝
厳
し
い
環
境
を
つ

く
る
勇
気
〞
だ
と
思
う
。
け
が

や
病
気
、
ス
ラ
ン
プ
に
直
面
し

た
時
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
で
何
か
を
感
じ
取
り
、
人
は

成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
受
け

皿
に
な
り
得
る
と
思
う
」

「
今
の
日
本
に
足
り
な
い
の
は
、

子
供
た
ち
の
目
の
輝
き
。
恵
ま

れ
す
ぎ
た
環
境
ゆ
え
か
、
何
か

を
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
希
薄

だ
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
は
、

ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
厳
し

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
心
身
と
も
に
鍛
え
ぬ
か
れ
、

人
々
に
夢
と
希
望
と
感
動
を
与

え
る
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

の
あ
る
べ
き
姿
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
優
れ
た
選
手
の
育

成
と
と
も
に
大
切
な
の
は
、
競

技
生
活
を
終
え
た
選
手
を
地
域

社
会
で
活
か
す
こ
と
。
彼
ら
の

豊
か
な
競
技
力
・
人
間
力
は
人

材
育
成
に
貢
献
す
る
は
ず
。
ス

　

「
資
金
収
支
計
算
書
」

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会
計

年
度
の
教
育
研
究
活
動
及
び
そ
の
活

動
に
付
随
す
る
す
べ
て
の
収
入
・
支

出
の
内
容
、
並
び
に
当
該
会
計
年
度

に
お
け
る
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出

の
て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　

「
消
費
収
支
計
算
書
」

　

消
費
収
支
計
算
書
は
、
消
費
収
入

と
消
費
支
出
の
内
容
を
示
す
と
と
も

に
、
学
校
法
人
の
財
政
の
永
続
的
な

維
持
を
図
る
た
め
、
消
費
収
支
の
均

衡
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　

「
教
育
研
究
経
費
と

　
　

管
理
経
費
」

　

学
校
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、

①
総
務
・
人
事
・
経
理
、
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
業
務
の
経
費
②
教
職
員

の
福
利
厚
生
の
た
め
の
経
費
③
教
育

研
究
活
動
以
外
に
使
用
す
る
施
設
、

設
備
の
修
繕
、
維
持
、
保
全
に
要
す

る
経
費
④
学
生
募
集
の
た
め
に
要
す

る
経
費
⑤
補
助
活
動
事
業
の
う
ち
食

堂
、
売
店
の
た
め
に
要
す
る
経
費
等

に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
経
費

が
管
理
経
費
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

主
た
る
使
途
に
従
っ
て
教
育
研
究
経

費
か
管
理
経
費
の
い
ず
れ
か
に
含
め

ま
す
。
光
熱
水
費
等
の
よ
う
に
双
方

に
関
連
す
る
も
の
は
校
舎
面
積
等
で

按
分
し
て
い
ま
す
。

　

「
基
本
金
」

　

基
本
金
と
は
、
学
校
法
人
が
教

育
・
研
究
等
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ

き
、
必
要
な
資
産
を
継
続
的
に
保
持

す
る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し

て
、
帰
属
収
入
の
中
か
ら
組
み
入
れ

た
金
額
を
い
い
ま
す
。

　

基
本
金
に
は
第
一
号
基
本
金
か
ら

第
四
号
基
本
金
ま
で
四
種
類
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ポ
ー
ツ
が
生
活
の
中
に
浸
透
し
、

そ
れ
が
文
化
と
な
り
、
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
こ
と
が
円
滑
に
循

環
す
る
た
め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
・
発
展
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
」

（
４
月
21
日
・
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教
室
）

　

浅
岡
邦
雄
文
学
部
言
語
表
現

学
科
准
教
授
の
著
書
『
〈
著

者
〉
の
出
版
史
―
権
利
と
報
酬

を
め
ぐ
る
近
代
』
（
森
話
社
刊
。

18
面
の
著
書
欄
で
紹
介
）
が
四

月
二
十
四
日
、
第
三
十
一
回
日

本
出
版
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。

　

出
版
を
巡
る
経
済
的
営
為
―

権
利
や
報
酬
な

ど
―
の
問
題
を
、

出
版
契
約
書
や

印
税
領
収
書
な

ど
の
資
料
を
駆

使
し
て
考
察
し
た
労
作
。
普
段

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

い
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
、
島

崎
藤
村
や
森
鴎
外
、
永
井
荷
風

ら
有
名
作
家
の
経
済
事
情
に
も

生
々
し
く
迫
っ
て
い
る
。

　

本
学
と
附
属
中
京
高
校
、

松
阪
地
区
の
各
学
校
が
連
携

し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
た
め
、
五
月
十
二
日
、

梅
村
学
園
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委

員
会
（
委
員
長
・
花
村
和
宏

総
務
担
当
理
事
）
を
発
足
さ

せ
た
。

　

本
学
は
既
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
委
員
会
（
委
員
長
・

朝
子
邦
松
事
務
局
長
）
を
組

織
し
、
活
動
を
本
格
化
さ
せ

て
い
る
が
、
こ
の
日
、
附
属

中
京
高
校
と
松
阪
地
区
学
校

も
そ
れ
ぞ
れ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
委
員
会
を
設
立
。
こ
れ

ら
個
別
の
三
委
員
会
と
学
園

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
と
の

第
一
回
全
体
会
議
を
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
使
用
量
抑

制
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
。
学

園
全
体
で
今
後
五
年
間
、
毎

年
一
％
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
削
減
を
図
っ
て
い

く
活
動
方
針
を
決
め
た
。

（注）▲高い値が良い　▼低い値が良い　といわれています

（単位：％）梅村学園消費収支計算書関係比率図表9

（単位：％）梅村学園貸借対照表関係比率図表10

（単位：百万円）梅村学園補助金の推移図表11

学生生徒等納付金比率
算　式評価

評価

▲
▲
▼

▼

▼
▼

▼

▲

▲

▲

2006年度 2007年度 2009年度
納付金 /帰属収入 82.9 78.0 83.8

算　式 2006年度 2007年度 2009年度
固定資産/自己資金
固定資産/自己資金+固定負債
流動資産/流動負債
総 負 債 / 総 資 産
自己資金 /総資産

88.9 91.0 92.1
83.4 85.4 86.9
386.4 337.4 338.8

2006年度 2007年度 2009年度
870 837 799

1,913 1,967 1,917
1,043 1,130 1,118

2008年度
712

1,826
1,114

11.4 11.6 10.5
88.6 88.4 89.5

2008年度
91.7
86.4
330.9
11.0
89.0

補 助 金 比 率 補助金 /帰属収入 9.3 8.9 9.3
人 件 費 比 率 人件費 /帰属収入 52.7 49.2 51.8
教育研究経費比率 教育研究経費/帰属収入 29.2 28.0 30.4
消 費 収 支 比 率

固 定 比 率
固 定 長 期 適 合 率
流 動 比 率
総 負 債 比 率
自己資金構成比率

国 庫 補 助 金
地方公共団体補助金

計

消費支出/消費収入 96.5 101.4 106.7

2008年度
82.9
8.7
51.5
30.3
98.8オリンピックメダリスト

スポーツを通じた
　　　　人材育成

健康・余暇・スポーツシリーズ24

橋本  聖子さ　
　ん

公
開
講
座
の
開
催
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

講
座
講
座
講
座

公
開
公
開
公
開

決
算（
14
・
15
面
）の

用
語
説
明

人
間
形
成
に
は
一
番
大
切

〝
厳
し
い
環
境
つ
く
る
勇
気
〞

学園全体で省エネ
各校連携し委員会
年１％以上削減目指す

浅
岡 

邦
雄
准
教
授
の
著
書

「〈
著
者
〉の
出
版
史
」

日
本
出
版
学
会
賞
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ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
は
、
体

育
学
や
健
康
科
学
の
幅
広
い
知

識
を
身
に
付
け
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
発
達
に
応
じ
た
実
技

指
導
力
や
課
外
活
動
指
導
力
を

修
得
す
る
。
多
彩
な
実
技
に
精

通
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
が

学
習
指
導
要
領
で
定
め
る
主
要

実
技
科
目
（
十
七
競
技
）
の
す

べ
て
が
受
講
で
き
る
。

　

教
育
実
習
の
成
果
を
最
大
限

に
す
る
特
別
指
導
を
実
施
し
、

教
員
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
獲
得
を
目
的
に
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
卒
業
研
究
を

必
修
と
す
る
な
ど
、
体
育
教

員
養
成
に
力
点
を
置
い
た
授

業
を
展
開
す
る
。
中
学
校
、

高
校
の
体
育
教
員
免
許
に
加

え
、
小
学
校
教
諭
二
種
免
許

が
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
実
施
す
る
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
は
、

世
界
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
と

指
導
者
の
育
成
を
目
指
す
。
履

修
モ
デ
ル
は
、
高
度
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
、
コ
ー
チ
ン
グ
科

学
を
学
び
つ
つ
、
実
技
に
取
り

組
み
、
競
技
者
と
し
て
理
論
を

応
用
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
モ
デ

ル
」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設

運
営
の
実
践
能
力
を
身
に
付
け

る
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
モ
デ
ル
」
の
二
つ
が
あ
る
。

　

両
モ
デ
ル
と
も
、
一
年
次

に
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考

え
る
「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
を
設
置
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ

デ
ル
で
は
、
一
年
秋
学
期
の

海
外
研
修
で
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

を
体
験
で
き
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
は
、

健
康
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
プ
ロ
を
育
成

す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
科
学

の
専
門
的
な
知
識
を
修
得
し
、

健
康
づ
く
り
運
動
な
ど
の
実
践

力
や
指
導
力
を
持
つ
人
材
を
養

成
す
る
「
健
康
科
学
モ
デ
ル
」

と
、健
康
科
学
の
観
点
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

引
き
出
す
能
力
を
磨
く「
ス
ポ

ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
モ
デ
ル
」

の
履
修
モ
デ
ル
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
モ

デ
ル
の
履
修
者
は
、
日
本
体

育
協
会
公
認
の
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
取
得

に
も
対
応
す
る
ほ
か
、
一
年

秋
学
期
の
海
外
研
修
で
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
理
論
や
手

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

重
力
に
耐
え
て
体
を
支
え
る

た
め
に
、
骨
が
備
わ
っ
て
い
る
。

骨
が
も
ろ
く
な
る
と
、
重
力
に

負
け
て
体
を
支
え
ら
れ
な
く
な

る
。
強
さ
を
保
つ
た
め
に
、
骨

は
古
い
骨
を
分
解
し
新
し
い
骨

を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

　

骨
と
同
様
に
、
体
育
学
部
も

そ
の
機
能
を
健
全
に
働
か
せ
る

た
め
に
は
、
新
陳
代
謝
を
怠
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
体
育
学
部

は
こ
れ
ま
で
に
も
学
科
の
廃
止

や
改
変
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
が
要
請
し
て
い
る

研
究
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
は
五

十
二
年
の
歴
史
を
も
つ
体
育
学

部
を
改
組
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
」
を
開
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
新
た
な
可
能
性
を
追
求
す
る

と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

新
学
部
は
三
つ
の
学
科
で
構

成
さ
れ
る
。
体
育
教
師
を
育
成

す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
」
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
育

成
す
る
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学

科
」
、
健
康
づ
く
り
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
科
」
で
あ
る
。

　

新
し
い
学
部
で
は
、
人
文
科

学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
か
ら
総

合
的
、
専
門
的
に
研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
を
教
育
に
反
映
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
時
代
の
要
請

に
応
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
お
い
て

も
、
新
陳
代
謝
を
た
ゆ
ま
ず
実

行
し
、
中
京
大
学
の
理
念
で
あ

る
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣

味
の
殿
堂
た
れ
」
を
具
現
で
き

る
骨
格
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　

本
学
が
二
〇
一
一
年
四
月
に

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
設
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
」は
、多
く

の
研
究
者
や
教
育
者
、
世
界
レ

ベ
ル
の
指
導
者
を
輩
出
し
て
き

た
体
育
学
部
を
五
十
二
年
ぶ
り

に
大
幅
に
改
組
し
、
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
を
担
う
世
界
的

な
研
究
拠
点
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

設
置
さ
れ
る
学
科
は
、
「
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
」
（
入
学
定

員
百
三
十
人
）
、
「
競
技
ス
ポ

ー
ツ
科
学
科
」
（
同
二
百
五
十

五
人
）
、
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
科
」
（
同
八
十
人
）
の
三
つ
。

従
来
の
体
育
学
部
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
全
面
的
に
見
直
し
て
再

編
成
し
、
学
生
が
目
指
す
履
修

モ
デ
ル
を
計
五
モ
デ
ル
設
け
る
。

そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
知
識
や
理
論

を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

目
指
す
人
材
像
と
し
て
は
、

知
識
と
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た

科
学
的
な
素
養
と
、
高
い
自
己

管
理
能
力
や
社
会
適
応
力
を
併

せ
持
つ
「
次
代
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ソ
ン
」
の
育
成
を
掲
げ
て
い

る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
設
置
さ

れ
る
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
文

部
科
学
省
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
認
定

を
受
け
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
専
用
の
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
、

日
本
水
泳
連
盟
公
認
の
五
十
メ

ー
ト
ル
屋
外
温
水
プ
ー
ル
を
は

じ
め
、
国
内
屈
指
の
競
技
施
設

が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学

院
体
育
学
研
究
科
は
国
内
の
私

立
大
学
初
の
博
士
後
期
課
程
を

開
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

　

既
設
の
体
育
学
部
は
、
二
万

三
千
人
に
及
ぶ
有
為
な
人
材
を

社
会
に
送
り
出
し
、
経
済
不
況

で
社
会
環
境
が
厳
し
い
時
で
あ

っ
て
も
、
安
定
的
な
就
職
状
況

を
確
保
し
て
き
た
。
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
、
体
育
学

部
時
代
の
教
育
研
究
体
制
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
卒
業
後
に
は
幅
広
い
分

野
で
の
活
躍
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

（
本
文
記
事
❶
面
に
）

◆

　

詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「N

et Cam
pus

」
を

参
照
く
だ
さ
い
。

「
た
ゆ
ま
ず
新
陳
代
謝
し

  

時
代
の
要
請
に
応
え
る
」

湯
浅　

景
元

体
育
学
部
長

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

来
年
４
月
開
設

可能性広げる
　最先端の学び

体
育
教
員
の
養
成
に
力
点

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
拠
点

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

ア
ス
リ
ー
ト
、指
導
者
育
成

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

健
康
づ
く
り
の
プ
ロ
育
て
る

豊　
　
　

田

キ
ャ
ン
パ
ス

学 び の 特 色

将来像に必要な学びを体系化した
3つの学科と5つの履修モデル

目 指 す 人 材 像

科学的素養と社会適応力をあわせもつ
次代のスポーツパーソンを育成

講
座

公
開
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人
は
ど
ん
な
時
に
「
働
き

が
い
」
や
「
生
き
が
い
」
を

感
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
は
、
こ
う
し
た

「
や
り
が
い
」
に
関
す
る
研

究
や
人
と
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
の
基
本
理
論
に
つ
い

て
分
か
り
易
く
解
説
し
、

「
人
の
意
欲
と
行
動
」
に
関

す
る
経
営
学
や
心
理
学
等
の

参
考
文
献
を
紐
解
い
て
の
考

察
結
果
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
発
す
る
人
材
開
発
取

り
組
み
事
例
等
に
つ
い
て
論

述
し
て
い
る
。

　

著
書
は
、
総
合
政
策
学
部

教
授
。
税
理
経
理
協
会
刊
。

本
体
二
、
六
〇
〇
円
。

　

わ
が
国
で
「
指
導
者
」
論

が
正
面
き
っ
て
論
じ
ら
れ
た

こ
と
は
多
く
な
い
。
大
学
で

も
「
指
導
者
」
論
と
冠
さ
れ

た
講
座
も
さ
ほ
ど
多
い
わ
け

で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

本
書
は
経
営
学
の
視
点
か
ら

指
導
者
の
あ
り
方
と
そ
の
条

件
を
論
じ
て
い
る
。
事
例
題

材
を
映
画
作
品
に
と
っ
て
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

著
書
は
経
営
学
部
教
授
。

中
京
大
学
企
業
研
究
所
刊
。

　

著
作
を
め
ぐ
る
著
者
と
出

版
者
の
経
済
的
営
為
は
、
第

三
者
が
窺
い
知
る
こ
と
の
で

き
ぬ
不
明
の
領
域
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
の
厄
介
な
テ

ー
マ
を
、
出
版
契
約
書
、
印

税
領
収
書
、
日
記
及
び
書
簡

と
い
っ
た
一
次
資
料
を
駆
使

し
て
、
著
作
の
権
利
や
報
酬

が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

た
か
を
考
察
し
た
も
の
。

『
西
国
立
志
編
』
や
兆
民
の

『
一
年
有
半
』
、
森
鴎
外
、

永
井
荷
風
な
ど
の
契
約
や
印

税
等
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

　

著
者
は
文
学
部
准
教
授
。

森
話
社
刊
。
本
体
二
、
七
〇

〇
円
。

　

英
語
の
「
５
文
型
」
は
英

語
初
心
者
向
け
の
指
針
と
し

て
有
益
だ
が
、
す
べ
て
の
文

を
そ
れ
に
当
て
は
め
よ
う
と

す
る
こ
と
で
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
。
本

書
は
、
学
校
文
法
で
扱
わ
れ

な
か
っ
た
り
、
軽
く
触
れ
ら

れ
る
程
度
で
十
分
な
説
明
が

与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
現

象
や
構
文
を
取
り
上
げ
、
英

語
文
法
の
豊
か
さ
を
提
示
し

て
い
る
。
言
語
学
を
学
び
始

め
た
人
や
、
英
語
の
文
法
に

興
味
が
あ
る
人
へ
。

　

足
立
国
際
英
語
学
部
教
授

と
都
築
国
際
教
養
学
部
教
授

は
編
集
と
執
筆
、
中
川
国
際

英
語
学
部
准
教
授
は
執
筆
を

担
当
。
中
京
大
学
文
化
科
学

〈
19
面
7
段
目
へ
続
く
〉

　

建
学
の
精
神
を
実
践
し
て
キ

ャ
ン
パ
ス
生
活
の
模
範
と
な
っ

た
学
生
を
顕
彰
す
る
三
重
中
京

大
学
の
〇
九
年
度
「
学
生
活
動

奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
三
月
十

七
日
行
わ
れ
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
学
生
は
、
盛
大

な
大
学
祭
を
成
功
さ
せ
て
学
内

活
性
化
に
貢
献
し
た
大
学
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
猪
島
悠
太

さ
ん
（
現
代
法
経
４
）
ら
八
人

と
松
阪
市
の
山
中
光
茂
市
長
と

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
重
ね
た
文
化
会
委
員

長
の
森
戸
俊
介
さ
ん
（
同
３
）

ら
九
人
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
だ
折
戸
大
介
さ

ん
（
同
３
）
の
計
十
八
人
（
学

年
、
役
職
は
当
時
）
。

　

佐
藤
昭
学
長
が
「
み
な
さ
ん

の
意
欲
的
な
取
り
組
み
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
を
明
る
く
し
、
地
域

か
ら
も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
」
と

た
た
え
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
と
図
書
券
を
贈
っ
た
。
こ
の

　

学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
を
た

た
え
て
教
育
奨
励
金
を
贈
る
三

重
中
京
大
学
・
同
短
期
大
学
部

の
〇
九
年
度
「
教
育
奨
励
賞
」

に
、
大
学
二
十
人
（
学
業
十
五

人
、
ス
ポ
ー
ツ
五
人
）
と
短
期

大
学
部
十
八
人
（
い
ず
れ
も
学

後
、
猪
島
さ
ん
と
森
戸
さ
ん
、

折
戸
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
自

主
的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

◆

業
）
が
選
ば
れ
た
。
大
学
生
に

は
一
人
十
万
円
、
短
大
生
に
は

五
万
円
が
贈
ら
れ
た
。

　

学
業
は
修
得
し
た
科
目
の
Ｇ

Ｐ
Ａ
（
成
績
評
価
法
）
、
ス
ポ

ー
ツ
は
東
海
大
会
や
全
国
大
会

の
成
績
に
基
づ
き
、
教
授
会
下

部
組
織
の
学
生
委
員
会
（
大

学
）
と
教
学
委
員
会
（
短
期
大

学
部
）
が
選
考
し
た
。

　

大
学
の
授
与
式
は
四
月
、
短

期
大
学
部
は
三
月
の
卒
業
式
直

後
と
新
学
期
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
前

に
行
わ
れ
、
佐
藤
昭
学
長
ら
が

表
彰
状
と
教
育
奨
励
金
を
贈
っ

た
。

◆
大
学
院
政
策
科
学
研
究
科

　

長
に
浜
谷
英
博
教
授

　

三
重
中
京
大
学
大
学
院
政

策
科
学
研
究
科
長
に
浜
谷
英

博
教
授
が
就
任
し
た
。
任
期

は
10
年
４
月
か
ら
12
年
３
月

末
ま
で
の
２
年
間
。

　

国
士
舘
大
学
教
授
を
経
て

97
年
松
阪
大
学
（
現
・
三
重

中
京
大
学
）
教
授
。
専
門
は

憲
法
、
比
較
憲
法
、
防
衛
法
。

◆
地
域
社
会
研
究
所
長
に

　

村
林
守
教
授

　

三
重
中
京
大
学
地
域
社
会

研
究
所
長
に
村
林
守
教
授
が

就
任
し
た
。
任
期
は
10
年
４

月
か
ら
12
年
３
月
末
ま
で
の

２
年
間
。

　

三
重
県
企
画
局
長
、
政
策

部
長
を
経
て
08
年
三
重
中
京

大
学
教
授
。
専
門
は
自
治
体

改
革
論
、
自
治
体
経
営
論
。

　

松
阪
市
中
心
街
の
活
性
化
を

考
え
る
「
松
阪
ま
ち
な
か
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
（
同
市
主
催
）
が

五
月
十
五
日
、
松
阪
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
尾
市

一
真
さ
ん
（
現
代
法
経
３
）
ら

三
人
の
三
重
中
京
大
学
文
化
会

役
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
意

見
を
述
べ
た
。

　

同
市
で
は
〇
九
年
度
に
三
回
、 　

三
重
中
京
大
学
現
代
法
経
学

部
一
年
生
ら
五
人
が
三
月
十
一

日
、
松
阪
市
役
所
に
山
中
光
茂

市
長
を
訪
ね
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生

活
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
話
題

に
し
て
懇
談
し
た
。

　

山
中
市
長
は
昨
年
十
一
月
、

一
年
生
の
授
業
の
特
別
講
師
と

し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、

「
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
、

文
化
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
と
学
生

食
堂
で
交
流
し
た
。
そ
の
お
礼

に
と
、
一
年
生
ら
が
表
敬
訪
問

し
た
。

　

市
長
室
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た

学
生
た
ち
は
、
自
己
紹
介
を
し

な
が
ら
、
学
生
生
活
の
様
子
や

松
阪
市
の
印
象
な
ど
を
伝
え
た
。

ま
た
、
山
中
市
長
の
講
演
の
感

想
を
記
述
し
た
レ
ポ
ー
ト
も
手

渡
し
た
。
山
中
市
長
は
「
み
な

さ
ん
の
声
は
市
政
運
営
の
参

考
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
情
報
交
換
を
続
け
、
松
阪

市
の
将
来
に
向
け
、
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

終
始
に
こ
や
か
な
表
情
で
話

し
て
い
た
。

空
洞
化
が
顕
著
な
松
阪

駅
周
辺
な
ど
市
街
地
の

あ
り
方
を
探
る
市
民
意

見
聴
取
会
を
開
催
。
そ
の
意
見

を
基
に
「
松
阪
ま
ち
な
か
再
生

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
計
画
か

ら
実
行
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
再

生
プ
ラ
ン
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
情

報
交
換
す
る
の
が
目
的
。
三
重

中
京
大
学
の
芹
澤
高
斉
准
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
山
中
光

茂
市
長
と
高
畑
明
弘
松
阪
商
工

会
議
所
専
務
理
事
が
加
わ
っ
た
。 　

尾
市
さ
ん
ら
は
、
聴
講
に

訪
れ
た
市
民
ら
に
文
化
会
が

企
画
し
て
い
る
「
学
生
マ
ッ

プ
」
や
「
松
阪
占
い
」
を
、

再
生
プ
ラ
ン
に
活
用
す
る
案

な
ど
を
披
露
し
、
商
店
街
や

市
民
グ
ル
ー
プ
の
代
表
ら
と

意
見
を
交
換
し
た
。

シンポで意見を述べる学生たち（右側）

松阪市活性化シンポ

現
代
法
経
学
部
生
ら
が

山
中
松
阪
市
長
と
懇
談

教
育
奨
励
賞
は
大

学
20
人
、短
大
18
人

キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
の
模
範

18
人
に
学
生
活
動
奨
励
賞

大学文化会の 3人
パネリストで意見

著
書
紹
介
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研
究
所
刊
。

　

倫
理
は
、
と
か
く
煙
た
が

れ
る
。
他
人
は
身
に
つ
け
る

べ
き
だ
が
、
自
分
で
は
背
負

い
込
も
う
と
し
な
い
の
が
、

倫
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
倫

理
学
史
と
応
用
倫
理
学
の
往

還
を
試
み
る
本
書
の
「
倫
理

空
間
」
を
歩
ん
で
み
れ
ば
、

古
今
の
倫
理
的
思
考
に
は
、

自
分
自
身
の
生
き
方
を
見
つ

め
直
す
ヒ
ン
ト
が
幾
つ
も
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
生
き

に
く
い
」
と
さ
れ
る
い
ま
の

社
会
に
歩
み
出
そ
う
と
す
る

人
に
、
本
書
を
薦
め
た
い
。

　

著
者
は
国
際
教
養
学
部
教

授
。
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
刊
。

本
体
二
、
六
〇
〇
円
。

　

本
書
は
農
民
工
問
題
を
中

国
経
済
全
体
の
発
展
と
変
化

の
中
で
と
ら
え
て
い
る
。
十

章
に
分
け
、
耕
作
放
棄
地
や

失
地
問
題
な
ど
、
農
民
に
と

っ
て
生
活
基
盤
で
あ
る
土
地

の
状
況
を
始
め
、
生
活
と
健

康
、
労
災
、
住
宅
問
題
な
ど

の
労
働
環
境
問
題
を
論
じ
、

留
守
児
童
や
第
二
世
代
の
問

題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

体
系
的
に
な
さ
れ
な
か
っ
た

問
題
を
論
じ
、
巻
末
の
農
民

の
手
記
は
こ
の
問
題
を
身
近

に
引
き
寄
せ
る
力
が
あ
る
。

　

著
書
は
総
合
政
策
学
部
教

授
。
創
成
社
刊
。

　

文
学
部
言
語
表
現
学
科
Ｏ
Ｇ

の
深
月
と
も
み
さ
ん
（
〇
八
年

卒
）
が
執
筆
し
た
作
品
「
百
年

の
蝶
」
が
昨
年
十
二
月
、
第
八

回
ジ
ュ
ニ
ア
冒
険
小
説
大
賞

（
創
作
集
団
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
・
岩

崎
書
店
主
催
）に
選
ば
れ
た
。

　

深
月
さ
ん
は
一
昨
年
も
応
募

し
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
。
在
学

中
も
ひ
た
す
ら
創
作
に
打
ち
込

ん
で
い
た
と
い
う
深
月
さ
ん
。

「
当
時
は
失
敗
の
連
続
。

そ
の
失
敗
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
、
現
在
の
作
品
づ
く

り
の
礎
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
」
と
語
る
。

　

在
学
時
の
指
導
教
員
、

酒
井
敏
教
授
は
「
ゼ
ミ
で
は
あ

ま
り
目
立
た
な
い
学
生
で
し
た

が
、
卒
業
研
究
で
は
ユ
ニ
ー
ク

な
「
学
校
の
怪
談
」
を
創
作
し

ま
し
た
。
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳

し
。
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で

す
」
と
話
す
。

　

受
賞
作
品
「
百
年
の
蝶
」
は
、

消
え
た
仲
間
を
救
う
た
め
に
、

蝶
を
追
う
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

三
月
三
十
一
日
、
岩
崎
書
店
か

　

大
学
二
年
の
時
に
交
通
事
故

で
片
足
大
腿
切
断
の
大
け
が
を

負
っ
た
瀧
上
賢
治
選
手
（
〇
八

年
社
会
学
部
卒
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
愛

知
）
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
三
月
）
に
出
場

　

三
重
県
名
張
市
の
亀
井
利
克

市
長（
七
四
年
体
育
学
部
卒
）が

四
月
四
日
、
三
選
を
果
た
し
た
。

　

亀
井
市
長
は
卒
業
と
同
時
に

名
張
市
に
入
庁
。
九
一
年
三
重

県
議
会
議
員
に
初
当
選
。
三
期

目
の
〇
二
年
、
同
市
長
選
に
出

馬
し
て
初
当
選
。
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
や
企
業
誘
致
な
ど
の

実
績
と
一
層
の
改
革
を
訴
え
、

（
三
月
三
十
一
日
付
退
職
）
に

名
誉
顧
問
の
称
号
を
授
与
し
た
。

　

寺
川
氏
は
六
二
年
商
学
部
卒
。

中
京
商
業
高
校
（
現
・
中
京
大

学
附
属
中
京
高
校
）
教
諭
、
中

京
大
学
商
学
部
講
師
な
ど
を
経

て
、
七
四
年
か
ら
事
務
局
長
を

　

中
京
大
学
は
五
月
三
十
一

日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
、
名

古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的

に
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
教
室
や
事
務
室
な

ど
の
冷
房
の
設
定
温
度
が
二
十

七
度
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
す

る
一
方
、
教
職
員
に
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
、
ノ
ー
上
着
の
「
夏
の

軽
装
」
を
認
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
京
大
学　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
委
員
会

接
戦
の
末
、
元
官
僚

の
対
立
候
補
を
退
け

た
。

　

亀
井
市
長
は
本
学
の
建
学
の

精
神
を
基
盤
と
し
た
「
清
潔
・

誠
実
・
全
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

一
層
の
市
民
本
意
の
市
政
推
進

に
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

十
二
年
間
、
八
〇
年
か
ら
理
事

を
二
十
七
年
余
、
〇
七
年
十
月

か
ら
は
学
園
顧
問
を
務
め
る
な

ど
要
職
を
歴
任
し
、
学
園
の
発

展
に
貢
献
し
た
。

　

寺
川
氏
は
五
月
九
日
付
で
同

窓
会
参
与
に
就
任
し
た
。

し
た
。

　

瀧
上
選
手
は
、

膝
付
き
義
足
の
立

位
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
挑

戦
す
る
世
界
で
た
だ
一
人
の
選

手
。
一
月
の
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
優
勝
し
、
初
の

挑
戦
と
な
る
本
番
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
メ
ダ
ル
が
期
待
さ

れ
た
が
、
降
雨
な
ど

で
実
力
を
発
揮
で
き

ず
、
ス
プ
リ
ン
ト

（
一
・
二
㎞
走
）十
四

位
、
ク
ラ
シ
カ
ル
十

㎞
二
十
位
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

四
年
後
の
ソ
チ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を
狙
う
。

ら
出
版
さ
れ
た
。
本
体
価
格
千

三
百
円
。

（
本
人
の
希
望
に
よ
り
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

本
学
園
理
事
会
は
四
月
一
日

付
で
、
元
理
事
の
寺
川
博
氏

　

前
会
長
の
𡈽
方
氏
（
六
九
年

商
学
部
卒
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン

ク
ス
会
長
）
と
参
与
の
今
井
宏

司
氏
（
六
二
年
体
育
学
部
卒
）

時
代
は
自
転
車
競
技
部
に
所
属

し
、
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
六

二
年
）
の
四
千
ｍ
団
体
追
抜
や

全
日
本
選
手
権
（
六
三
年
）
の

一
万
ｍ
ポ
イ
ン
ト
に
優
勝
す
る

な
ど
活
躍
し
た
。 

は
顧
問
に
就
任
。
新
た
に
寺
川

博
氏
（
六
二
年
商
学
部
卒
、
元

梅
村
学
園
理
事
）
が
参
与
、
高

橋
繁
浩
氏
（
八
四
年
体
育
学
部

卒
、
体
育
学
部
教
授
）
が
副
会

長
に
就
任
し
た
。

　

新
役
員
の
就
任
日
は
い
ず
れ

も
五
月
九
日
。

川
岸
新
会
長
の
抱
負

「
中
京
大
学
は
想
像
を
遥
か
に

超
え
る
勢
い
で
発
展
し
、
同
窓

会
も
五
十
二
年

の
歴
史
を
経
て

十
万
余
人
の
大
組
織
と
な
り
ま

し
た
。
国
内
五
十
一
支
部
と
海

外
三
支
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
て
、
一
層
の
活
性
化
に

努
め
、『
出
合
い
』『
ふ
れ
あ

い
』
を
大
切
に
し
て
、
同
窓
会

の
大
い
な
る
発
展
に
繋
が
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
」

　

中
京
大
学
同
窓
会
の
一
〇
年

度
常
任
理
事
会
が
五
月
八
日
、

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

𡈽
方
清
会
長
の
退
任
と
川
岸
信

一
副
会
長
（
六
六
年
体
育
学
部

卒
、
中
京
ス
ポ
ー
ツ
施
設
代
表

取
締
役
社
長
）
の
新
会
長（
第

五
代
）
就
任
を
含
む
役
員
人
事

が
報
告
・
了
承
さ
れ
た
。 

　

川
岸
氏
は
六
十
六
歳
。
大
学

力走する瀧上選手

川岸会長

寺川名誉顧問

亀井名張市長

同
窓
会
の
新
会
長
に

𡈽
方
清
前
会
長
、
今
井

宏
司
前
参
与
は
顧
問
に

亀
井
利
克
・
名
張

市
長（
体
育
卒
）が
三
選

瀧
上
賢
治
選　

　

手（
08
年
社
会
卒
）

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

５
月
31
日
〜
10
月
２
日

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」を
実
施

一
層
の
活
性
化
を

川
岸  
信
一
前
副
会
長（
66
年
体
育
卒
）

寺
川 

博 

元
理
事
に

学
園
名
誉
顧
問
の
称
号

文
学
部
Ｏ
Ｇ（
08
年
卒
）が

ジ
ュ
ニ
ア
冒
険
小
説
大
賞

「
百
年
の
蝶
」  

深
月 

と
も
み
さ　

　

ん（
ペ　

ン

ネ
ー
ム

）
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体
育
会
ク
ラ
ブ
の

主
な
試
合
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

水　

泳　

部

日
本
選
手
権（
４
月
13
―
18
日
、

東
京
）　

冨
田
尚
弥
選
手（
体
育
３
）２
百

ｍ
平
泳
３
位
、パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
代
表
権
獲
得

長
谷
川
菜
月
選
手（
体
育
４
）50

ｍ
自
由
形
５
位
、百
ｍ
自
由
形

６
位
、伊
藤
健
太
選
手（
体
育

ス
ケ
ー
ト
部

（
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
）

ア
ジ
ア
選
手
権
（
３
月
14
日
、

神
奈
川
）

清
水
小
百
合
選
手
（
経
営
３
）

３
千
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

２
）50
ｍ
自
由
形
６
位
、末
永
京

香
選
手（
体
育
１
）４
百
ｍ
個
人

メ
ド
レ
ー
７
位
、小
松
原
彩
香

選
手（
体
育
２
）２
百
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
８
位

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

全
日
本
選
手
権（
３
月
20
―
22

日
、広
島
）

花
井
奏
選
手（
体
育
２
）シ
ョ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
ｒ
部
門
３
位
、

ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
大
学
部
門
８
位
、

藤
門
祥
未
選
手（
体
育
２
）シ
ョ

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
ｒ
部
門
８

位
、ソ
ロ
ス
ト
ラ
ッ
ト
大
学
一
般

部
門
８
位自

転
車
競
技
部

全
日
本
学
生
明
治
神
宮
外
苑
学

生
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
大
会（
２
月
20

日
、東
京
）

和
田
見
里
美
選
手（
体
育
４
）18

㎞
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
２
位

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

全
日
本
学
生
個
人
選
手
権
・
全

日
本
女
子
学
生
選
手
権（
５
月

14
―
16
日
、大
阪
）

福
本
真
莉
恵
選
手（
現
代
社
会

２
）53
㎏
級
４
位
、水
野
佑
哉
選

手（
体
育
４
）62
㎏
級
９
位

サ
ッ
カ
ー
部

全
日
本
大
学
選
抜
九
州
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
遠
征
・
大
学
日
韓
戦

（
３
月
15
―
28
日
）選
抜
選
手

森
本
良
選
手（
体
育
３
）、中
田

智
久
選
手（
体
育
２
）、石
原
卓

選
手（
体
育
１
）

陸
上
競
技
部

静
岡
国
際
大
会（
５
月
３
日
、静

岡
）

市
川
華
菜
選
手（
体
育
２
）２
百

ｍ
５
位
、服
部
辰
也
選
手（
体
育

修
士
１
） 

２
百
ｍ
７
位

日
本
選
手
権（
６
月
４
―
６
日
、

香
川
）

田
口
博
崇
選
手（
体
育
３
）百
ｍ

３
位
、杉
本
隆
選
手（
体
育
３
）

同
６
位
、和
戸
達
哉
選
手（
体
育

２
）百
十
ｍ
Ｈ
７
位
、安
部
孝
駿

選
手（
体
育
１
）四
百
ｍ
Ｈ
８
位
、

市
川
華
菜
選
手（
体
育
２
）二
百

ｍ
５
位
、徳
岡
沙
織
選
手（
体
育

３
）円
盤
投
げ
４
位

体
操
競
技
部

西
日
本
学
生
選
手
権

梅
本
拓
也
選
手（
体
育
４
）個
人

総
合
優
勝

東
海
北
陸
学
生
選
手
権

男
女
総
合
優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

東
海
大
学
選
手
権

優
勝

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

東
海
学
生
春
季
リ
ー
グ

男
女
優
勝陸

上
競
技
部

東
海
学
生
選
手
権

男
女
総
合
優
勝

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
世

界
選
手
権
（
三
月
二
十
二
―
二

十
八
日
、
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ

ノ
）
で
、
浅
田
真
央
選
手
（
体

育
１
）
が
日
本
選
手
で
史
上
初

と
な
る
二
度
目
の
世
界
選
手
権

制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　

浅
田
選
手
は
大
会
直
前
ま
で

本
学
の
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
練

習
を
重
ね
、
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
二
位
、
フ
リ
ー
で
は
バ
ン

ク
ー
バ
ー
五
輪
と
同
様
に
二
回

の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
に
挑
戦
、

一
つ
は
回
転
不
足
を
と
ら
れ
た

が
、
合
計
得
点
で
同
五
輪
金
メ

ダ
ル
の
金
妍
児
選
手（
韓
国
）を

上
回
り
、
二
季
ぶ
り
の
優
勝
を

手
に
し
た
。

　

同
じ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
安

藤
美
姫
選
手（
体
育
４
）は
四
位
、

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
小
塚
崇
彦

選
手（
体
育
３
）は
十
位
だ
っ
た
。

賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

愛
知
県
の
表
彰
式
は
四
月
二

十
八
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
、
神

田
真
秋
知
事
か
ら
、
ま
た
、
名

古
屋
市
の
表
彰
式
は
同
三
日
の

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
し
た

浅
田
真
央
、
安
藤
美
姫
、
小
塚

崇
彦
の
三
選
手
ら
に
愛
知
県
や

名
古
屋
市
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労

日
本
ガ
イ
シ
ア
リ
ー
ナ
・
ス
ケ

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で

行
わ
れ
、
河
村
た
か
し
市
長
か

ら
三
人
に
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
な

ど
が
贈
ら
れ
た
。

◆

　

文
部
科
学
省
の
バ
ン
ク
ー
バ

ー
五
輪
・
成
績
優
秀
者
顕
彰
、

表
彰
式
も
五
月
十
日
に
行
わ
れ
、

浅
田
選
手
ら
メ
ダ
リ
ス
ト
に
顕

彰
状
、
安
藤
、
小
塚
両
選
手
ら

入
賞
者
に
表
彰
状
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
た
。

和
戸
達
哉
選
手（
体
育
２
）百
10

ｍ
Ｈ
、久
保
博
規
選
手（
体
育

３
）円
盤
投
げ
、市
川
華
菜
選
手

（
体
育
２
）２
百
ｍ
･
４
百
ｍ
、

４
×
百
ｍ
Ｒ（
長
崎
由
佳
･
小

林
愛
実
･
小
澤
茉
由
･
市
川
華

菜
の
４
選
手
）そ
れ
ぞ
れ
優
勝

剣　

道　

部

東
海
学
生
選
手
権

村
瀬
直
樹
選
手（
体
育
４
）優
勝

関
本
望
妃
選
手（
体
育
３
）優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

東
海
学
生
選
手
権

村
松
将
豪
選
手（
体
育
２
）優
勝

空
手
道
部

東
海
学
生
選
手
権

団
体
組
手
男
女
優
勝

　

㈶
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
（
橋
本
聖
子
会

長
）
の
〇
九
年
度
優
秀
選
手
表
彰
祝
賀
会

が
四
月
二
十
三
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
銀
メ
ダ
ル
の

浅
田
真
央
選
手
（
体
育
２
）
ら
メ
ダ
リ
ス

ト
ら
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
学
園
を
含
む
二
十
八
団
体
に
、

「
五
輪
代
表
選
手
の
育
成
・
支
援
に
多
大

な
尽
力
が
あ
っ
た
」
と
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
本
学
園
は
梅
村

清
英
副
理
事
長
が
出
席
し
、
橋
本

会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
た
。 

　

本
学
か
ら
は
同
五
輪
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
競
技
に
浅
田
選
手
の
ほ
か
、
安
藤

美
姫
選
手（
五
位
入
賞
）、小
塚
崇
彦
選
手

（
八
位
入
賞
）が
出
場
。文
部
科
学
省
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
指

定
さ
れ
た
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
は
、女
子

八
位
入
賞
の
鈴
木
明
子
選
手
ら
多
く
の
五

輪
代
表
・
強
化
選
手
が
練
習
に
訪
れ
た
。 

　

本
学
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
専
用
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
六

月
一
日
、
ソ
チ
五
輪
（
一
四

年
）
に
向
け
た
文
部
科
学
省
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
競
技
別
強

化
拠
点
に
指
定
さ
れ
た
。
指
定

期
間
は
一
〇
年
度
か
ら
一
三
年

度
の
四
年
間
。

　

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
バ
ン
ク

ー
バ
ー
五
輪
の
Ｎ
Ｔ
Ｃ
強
化
拠

点
に
も
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
森
本
良
選
手

（
体
育
４
）
が
五
月
二
十
五
日
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
Ｊ
リ

ー
グ
二
部
・
サ
ガ
ン
鳥
栖（
佐

賀
県
）
の
特
別
指
定
選
手
に
承

認
さ
れ
た
。
特
別
指
定
選
手
は

大
学
ク
ラ
ブ
な
ど
に
所
属
し
な

が
ら
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
に
出
場

で
き
る
。
森
本
選
手
は
名
古
屋

グ
ラ
ン
パ
ス
ユ
ー
ス
出
身
。
昨

年
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会

の
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
た
。

本
ペ
ー
ジ
に
登
場
、

紹
介
す
る
学
生
の

所
属
学
部
・
学
年
等
は
競
技
、

行
事
開
催
時
点
の
も
の
で
す
。

寺
澤
慶
子
選
手（
体
育
４
）個
人

形
優
勝
、大
野
仁
嗣
選
手（
体
育

３
）個
人
組
手
優
勝

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

東
海
学
生
選
手
権

小
池
麻
実
選
手（
体
育
３
）優
勝

２
度
目
の
世
界
選
手
権
優
勝
を

果
た
し
た
浅
田
選
手

橋本会長（左）から感謝状を受ける梅村副理事長

森本選手

清
水
小
百
合
選
手

３
千
リ
レ
ー
優
勝

ア
ジ
ア
選
手
権

冨
田
尚
弥
選
手

２
百
平
で
３
位

お
断
り国

際
大
会

全
国
大
会

東
海
地
区
優
勝

森
本  

良
選
手（
体
育
４
）が

文
科
省
指
定

の
Ｎ
Ｔ
Ｃ
に

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

サ
ガ
ン
鳥
栖 

特
別
指
定
選　

　

手

世界選手権を制覇
フィギュア 浅田  真央選　

　手

２度目 日本人で初

浅
田
、
安
藤 

美
姫
、
小
塚 

崇
彦
選
手
ら

愛
知
県
、名
古
屋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

五
輪
選
手
の
育
成
で

本
学
園
な　

　

ど

に
感
謝
状

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
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